
平成25年度
当初予算の概要・主な事業

野村市長が３選
4 1月 日

2013／平成25年

No.194

〒758-8555　萩市大字江向５１０番地
TEL 0838-25-3178　FAX 0838-26-5458
ホームページ  http://www.city.hagi.lg.jp/

報市

萩プレーパーク（江向）



市報HAGI●2013（平成25）年４月１日号 2

　

３
月
24
日
に
萩
市
長
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
現
職
の

野の
む
ら村
興こ

う
じ兒
氏
（
68
歳
）
が
３
期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

市
長
選
は
合
併
後
３
回
目
で
、
当
日
有
権
者
数
は
４
万
４

８
８
７
人
、
投
票
率
は
47
・
11
％
で
し
た
。

当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

男 20,253 9,209　 45.47
女 24,634 11,937　 48.46
計 44,887 21,146　 47.11

届出順位 候補者名 得票数
1 玉　置　登代子 　4,411　　
2 野　村　興　兒 16,356　　
ー 無効投票等 　　379　　
計   21,146　　

投票結果

開票結果

野
村
興
兒
氏
が
３
期
目
当
選

新 市 長 の プ ロ フ ィ ー ル

【住　　所】
【最終学歴】
【略　　歴】

【現　　職】

萩市椿東
京都大学経済学部経済学科卒業
大蔵省主税局税制第３課長・第２課長、国
税庁調査査察部長
全国伝統的建造物群保存地区協議会会長、
全国中山間地域振興対策協議会会長、全国
街道交流会議街道交流首長会会長、全国市
長会相談役、全国離島振興協議会理事など
※丸囲み数字は当選回数

野
の む ら

村  興
こ う じ

兒 （68歳）③

むつみ地域世代間交流拠点施設竣工式（25年2月）

新船「はぎおおしま」進水式
（25年1月）

３
月
26
日　

初
登
庁

合併後
３期目の
市長！
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◦
萩
往
還
夏
木
原
交
流
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
24
年
４
月
）

●
地
域
高
規
格
道
路
「
小
郡
萩
道
路
」

（
12
・
９
㎞
）
が
絵
堂
ま
で
開
通
（
23
年

５
月
）

●
「
萩
・
三
隅
道
路
（
山
陰
道
）」（
15
・

２
㎞
）
が
全
線
開
通
（
23
年
９
月
）

●
萩
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
・
萩
市

民
の
歌
「
萩
の
よ
ろ
こ
び
」
制
定
（
22
年

３
月
）

●
萩
有
料
道
路
の
無
料
化
（
22
年
３
月
）

●
観
光
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

◦
萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
の
正
式
運
航

開
始
（
23
年
４
月
）

◦
須
佐
湾
遊
覧
船
の
正
式
運
航
開
始
（
24

年
４
月
）

●
平
成
27
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

新
・
清
掃
工
場
の
整
備
・
運
営
事
業
者
が

決
定
（
24
年
３
月
）

●
市
民
総
合
窓
口
を
開
設
（
23
年
７
月
）

●
行
政
代
執
行
の
規
定
を
含
め
た
「
萩
市

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
（
24
年
10
月
）

●
花
と
緑
を
守
り
育
て
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
の
「
萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
が
施
行
（
24
年
10
月
）

●
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
た
福
祉
複
合
施

設
「
つ
ば
き
」
が
完
成
（
25
年
３
月
）

●
農
林
漁
家
出
身
者
に
補
助
す
る
「
ふ
る

さ
と
萩
回
帰
応
援
事
業
」
の
創
設
（
21
年

９
月
）

●
道
の
駅
「
萩
往
還
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
（
22
年
10
月
）

●
市
内
７
カ
所
目
の
道
の
駅
「
萩
・
さ
ん

さ
ん
三
見
」
が
オ
ー
プ
ン
（
22
年
４
月
）

●
「
農
業
再
生
元
年
」
と
し
て
集
落
営
農

組
織
の
法
人
化
等
に
取
り
組
む
（
24
年
４

月
）

（21年4月〜25年3月）

●
ト
ー
フ
レ
株
式
会
社
と
川
上
地
域
へ
の

進
出
協
定
を
締
結
（
24
年
12
月
）

●
松
永
牧
場
が
小
川
地
区
（
肉
用
牛

１
７
０
０
頭
規
模
）に
進
出（
25
年
３
月
）

●
地
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
真
ふ
ぐ
、
あ
ま

だ
い
、
金
太
郎
、
ヨ
コ
ワ
ま
ぐ
ろ
）

●
旧
市
民
球
場
跡
地
に
中
央
公
園
オ
ー
プ

ン
（
21
年
４
月
）

◦
中
央
公
園
に
原
則
年
中
無
休
の
「
萩
図

書
館
」、大
型
児
童
セ
ン
タ
ー
の「
児
童
館
」

が
開
館
（
23
年
３
月
）

◦
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
（
25
年
３

月
）

萩・さんさん三見

萩図書館

須佐湾遊覧船

萩・三隅道路

２期 目 の 主 な 取 り 組 み

合
併
時
の
懸
案
課
題
へ
の
対
応

歴
史
・
文
化
・
教
育
・
子
育
て

経
済
の
振
興
と
再
生

安
心
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

●
町
並
み
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

◦
旧
山
村
家
住
宅
の
整
備
・
一
般
公
開

（
21
年
４
月
）

◦
「
渡
辺
蒿
蔵
旧
宅
」
の
整
備
・
一
般
公

開
（
24
年
３
月
）

◦
平
安
古
か
い
ま
が
り
交
流
館
が
オ
ー
プ

ン
（
24
年
11
月
）

●
唐
樋
札
場
跡
を
復
原
（
22
年
５
月
）

　
国
指
定
史
跡
・
萩
往
還
に
追
加
指
定
。

●
見
島
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

（
23
年
３
月
）

●
平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
萩
城
跡
外
堀

保
存
整
備
が
完
工
（
23
年
３
月
）

●
市
内
で
は
４
番
目
と
な
る
佐
々
並
市
が

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
（
23
年
６
月
）

●
「
九
州・山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

の
構
成
資
産「
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」

国
指
定
史
跡
に
指
定
（
24
年
９
月
）

●
「
青
年
の
家
」
を
改
修
し
た
萩
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
（
23
年
11
月
）

●
市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
を
開
始

（
21
年
10
月
）

●
「
特
定
行
政
庁
」
と
し
て
、
建
築
関
係

の
受
け
付
け
、
審
査
等
す
べ
て
の
手
続
き

が
市
で
完
結
（
24
年
４
月
）

●
合
併
時
の
市
債
残
高
を
２
期
８
年
間
で

約
１
８
２
億
円
削
減

地
方
分
権
の
受
け
皿
づ
く
り
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策
的
経
費
の
追
加
時
期
ま
で
地
域
経
済
を

下
支
え
し
ま
す
。

○
市
税

　

景
気
の
低
迷
や
人
口
減
少
な
ど
の
減

収
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

決
算
額
を
考
慮
し
、
前
年
度
に
比
べ
て

９
３
３
７
万
円
（
対
前
年
度
比
〔
以
下

同
様
〕
1.8
％
）
の
増
収
を
見
込
ん
で
、

53
億
２
９
０
８
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
方
交
付
税

　

普
通
交
付
税
の
主
な
算
定
基
礎
で
あ
る

国
勢
調
査
人
口
の
減
少
に
伴
い
減
収
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
決
算
額
を

考
慮
し
て
、
特
別
交
付
税
と
合
わ
せ
５
億

円
（
3.8
％
）
増
額
し
て
、
１
３
７
億
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
繰
入
金

　

財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
８
億
６
９
７
１
万
円
繰
り
入

れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
政
策
的

な
経
費
を
市
長
選
挙
後
の
補
正
予
算
で

計
上
す
る
た
め
繰
入
金
全
体
と
し
て
は
、

４
億
８
４
８
５
万
円
（
34
・
８
％
）
減
額

し
、
９
億
８
８
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
市
債

　

新
清
掃
工
場
整
備
事
業
及
び
小
中
学
校

耐
震
化
事
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
伴

い
、
１
億
４
２
６
０
万
円
（
3.7
％
）
増
額

し
、39
億
６
１
２
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
人
件
費

　

定
員
適
正
化
を
図
る
た
め
、
職
員
数
及

び
職
員
人
件
費
の
削
減
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
度
は
定
年
退
職
者
が
増
加

す
る
た
め
、
退
職
手
当
が
増
額
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、２
億
２
６
８
５
万
円
（
3.9
％
）

増
加
し
、
59
億
９
７
６
５
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
扶
助
費

　

少
子
化
に
伴
い
児
童
手
当
や
民
間
保

育
所
運
営
費
等
に
係
る
事
業
費
が
減
少

し
た
一
方
で
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
自
立
支
援
給
付
費
や
生
活
保

護
費
等
の
扶
助
費
が
増
加
し
た
た
め
、

１
億
５
２
２
２
万
円
（
3.5
％
）
増
加
し
、

45
億
３
４
３
７
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
公
債
費

　

今
後
の
大
規
模
事
業
実
施
に
伴
う
公
債

費
負
担
の
増
加
及
び
普
通
交
付
税
の
一
本

算
定
化
に
伴
う
一
般
財
源
の
減
少
に
対
応

す
る
た
め
、
市
債
の
返
済
年
限
や
支
払
い

の
据
置
期
間
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
５
４
０
７
万
円
（
1.1
％
）
増
加
し
、

51
億
６
１
９
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

歳
入

歳
出（
性
質
別
）

平成 年度 当初予算の概要
　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
月
の
市
長

選
挙
を
控
え
、
新
た
な
施
策
や
事
務
事
業

な
ど
政
策
的
な
判
断
を
伴
う
事
業
を
除
い

た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
、
予
算
総
額

は
３
１
７
億
８
３
０
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
て
２
億
４
６
０
０
万
円
の
減
額（
対

前
年
度
比
0.8
％
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
の
政
策
的
判
断
を
伴
う
事
業
や
臨

時
的
な
事
業
に
伴
う
予
算
は
、
今
後
の
補

正
予
算
と
し
て
新
年
度
の
最
初
の
議
会
で

提
案
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
国
の
補
正
予

算
に
呼
応
し
て
、
萩
市
に
お
い
て
も
緊

急
経
済
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成

24
年
度
３
月
補
正
予
算
に
５
７
４
8
万

円
、
平
成
24
年
度
３
月
追
加
補
正
予
算
に

21
億
１
９
５
８
万
円
を
予
算
計
上
し
、
政

市税（16.8％）
53億2,908万円

市債（12.5％）
39億6,120万円

地方譲与税ほか（2.7％）
8億8,520万円

地方交付税（43.1％）
137億円　

国・県支出金
（17.0％）
53億9,269万円

繰入金（2.8％）
9億883万円

諸収入ほか（5.1％）
16億600万円

自主財源
24.7％

78億4,391万円

依存財源
75.3％

239億3,909万円

歳入

民生費（26.9％）
85億5,075万円

教育費（11.8％）
37億4,229万円

土木費（6.8％）
21億5,196万円

商工費（3.4％）
10億7,613万円

消防費（2.9％）
9億2,967万円

総務費（12.4％）
39億5,896万円
総務費（12.4％）
39億5,896万円

衛生費（11.9％）
37億7,888万円

農林水産業費
（6.6％）20億9,619万円

公債費（16.2％）
51億6,199万円

歳出
目的別

議会費ほか（1.1％）
3億3,618万円

人件費（18.9％）
59億9,765万円

繰出金（13.8％）
43億9,593万円

物件費（10.7％）
34億920万円

補助費等（8.9％）
28億1,825万円

積立金ほか（3.5％）
10億9,883万円

扶助費（14.3％）
45億3,437万円
扶助費（14.3％）
45億3,437万円県営事業負担金ほか

（0.8％）2億6,792万円 普通建設
事業費（12.9％）
40億9,886万円

公債費（16.2％）
51億6,199万円

性質別

義務的経費
49.4％

投資的経費
13.7％

その他経費
36.9％

歳出
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萩
市
の
15
特
別
会
計
を
合
計
し
た
予
算

規
模
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
６
９
８
０
万

円
（
0.9
％
）
減
少
し
、
１
９
２
億
３
２
２

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

○
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

　

公
共
事
業
用
地
を
先
行
取
得
す
る
た
め

の
資
金
を
、
萩
市
土
地
開
発
公
社
へ
貸
し

付
け
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費
が
２
億
３
１

９
０
万
円（
５
７
２
・
６
％
）増
加
し
、２
億

７
２
４
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
休
日
急
患
診
療
事
業
特
別
会
計

一般会計 317億 8,300万円

特
別
会
計
の
概
要

市税（16.8％）
53億2,908万円

市債（12.5％）
39億6,120万円

地方譲与税ほか（2.7％）
8億8,520万円

地方交付税（43.1％）
137億円　

国・県支出金
（17.0％）
53億9,269万円

繰入金（2.8％）
9億883万円

諸収入ほか（5.1％）
16億600万円

自主財源
24.7％

78億4,391万円

依存財源
75.3％

239億3,909万円

歳入

○
投
資
的
経
費

　

大
島
離
島
航
路
船
舶
建
造
事
業
や
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
な
ど
の
大

型
建
設
事
業
の
終
了
、
ま
た
国
の
経
済
対

策
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
当
初

予
算
を
前
倒
し
た
こ
と
や
、
政
策
的
な
経

費
を
市
長
選
挙
後
の
補
正
予
算
で
計
上
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
６
億
１
５
９
４
万
円

（
12
・
４
％
）減
少
し
、
43
億
６
６
７
８
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
総
務
費

　

人
事
、
財
政
、
財
産
管
理
、
企
画
、
徴

税
、
戸
籍
、
統
計
、
交
通
安
全
な
ど
他
に

分
類
さ
れ
な
い
事
業
に
関
す
る
経
費
で
、

９
４
１
万
円
（
0.2
％
）
減
少
し
、
39
億
５

８
９
６
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
民
生
費

　

障
が
い
者
や
児
童
、
高
齢
者
福
祉
、
生

活
保
護
、
福
祉
医
療
、
国
民
年
金
な
ど
の

事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
２
億
６
４
７
８

万
円
（
3.2
％
）
増
加
し
、
85
億
５
０
７
５

万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
衛
生
費

　

成
人
・
老
人
保
健
、
母
子
保
健
、
廃
棄

物
処
理
、
公
害
対
策
な
ど
の
事
業
に
要
す

る
経
費
で
、
３
億
５
０
９
７
万
円
（
10
・

２
％
）
増
加
し
、
37
億
７
８
８
８
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
費

　

農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
振
興
に
要
す

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
萩
市
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
が
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
か

ら
、一
般
会
計
と
経
理
を
区
別
す
る
た
め
、

新
た
に
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

須
佐
地
域
弥
富
簡
易
水
道
施
設
整
備

や
む
つ
み
地
域
む
つ
み
簡
易
水
道
配
水

管
布
設
替
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、

１
億
６
０
４
０
万
円
（
34
・
５
％
）
減
少

し
、
３
億
５
２
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

萩
地
域
椿
南
２
期
地
区
の
汚
水
管

き
ょ
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
か
ら
、

１
億
２
３
２
０
万
円
（
23
・
６
％
）
増
加

し
、６
億
４
４
９
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

る
経
費
で
、
４
億
６
１
７
万
円
（
16
・
２

％
）
減
少
し
、
20
億
９
６
１
９
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

○
商
工
費

　

商
工
業
振
興
、
観
光
振
興
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
で
、
５
億
５
８
９
４
万
円

（
34
・
２
％
）
減
少
し
、
10
億
７
６
１
３
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
土
木
費

　

道
路
、
公
園
や
区
画
整
理
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
で
、
１
億
７
９
４
１
万
円

（
7.7
％
）
減
少
し
、
21
億
５
１
９
６
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

○
消
防
費

　

火
災
、
救
急
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
５
億
２
４
９
万

円
（
35
・
１
％
）
減
少
し
、
９
億
２
９
６

７
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
教
育
費

　

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
文
化
財
保
護
な
ど
の
事
業
に
要
す
る

経
費
で
、
７
億
４
１
４
７
万
円
（
24
・
７

％
）
増
加
し
、
37
億
４
２
２
９
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

○
公
債
費

　

性
質
別
と
同
様

○
議
会
費
ほ
か

　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
経
費
、
勤
労

福
祉
、
災
害
復
旧
な
ど
の
事
業
に
要
す

る
経
費
で
、
87
万
円
（
0.3
％
）
減
少
し
、

３
億
３
６
１
８
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

区　分 予算額 増減率
（対前年）

一 般 会 計 317億8,300万円 ▲0.8％

特 別 会 計 192億3,220万円 ▲0.9％
土地取得事業特別会計 2億7,240万円 ＋572.6％
国民健康保険事業（事業勘定）特別会計 76億4,670万円 ▲4.0％
国民健康保険事業（直診勘定）特別会計 7億3,760万円 ＋2.6％
休日急患診療事業特別会計 6,460万円 新設
後期高齢者医療事業特別会計 8億2,940万円 ＋0.8％
介護保険事業特別会計 65億9,950万円 ＋2.5％
簡易水道事業特別会計 3億520万円 ▲34.5％
公共下水道事業特別会計 12億7,430万円 ▲11.3％
特定環境保全公共下水道事業特別会計 9,130万円 ＋5.1％
農業集落排水事業特別会計 6億4,490万円 ＋23.6％
漁業集落排水事業特別会計 6億9,610万円 ▲17.4％
林業集落排水事業特別会計 370万円 ＋19.4%
特定地域生活排水事業特別会計 4,070万円 ＋6.0％
個別排水事業特別会計 1,230万円 ▲3.1％
駐車場事業特別会計 1,350万円 ＋1.5％
住宅新築資金等貸付事業特別会計 ー円 廃止

合　計 510億1,520万円 ▲0.8％

歳
出（
目
的
別
）

主
な
増
減
要
因
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新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

１
５
１
９
万
円

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

が
急
速
に
進
む
な
か
、
青
年
の
就
農
意
欲

の
喚
起
と
、就
農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、

農
業
技
術
や
経
営
知
識
の
習
得
の
た
め
研

修
に
専
念
す
る
青
年
就
農
希
望
者
に
対
し

て
、
所
得
を
確
保
す
る
給
付
金
を
給
付
し

ま
す
。

整備中の休日急患診療センター

いちごの収穫風景

大島漁港

防
災
・
地
域
医
療
へ
の
対
応

農
林
水
産
業
・
経
済
再
生
へ
の
対
応

当 当 当 当 当 当算 主 な 事 業
萩
市
防
災
メ
ー
ル
配
信
事
業

１
１
９
万
円

　

現
在
、
防
災
メ
ー
ル
で
気
象
情
報
を
は

じ
め
、
国
民
保
護
、
火
災
発
生
、
ダ
ム
放

流
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
等
幅
広
く
住
民

へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
防
災
メ
ー
ル
登
録
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
武
力
攻
撃
や
大
津
波

警
報
等
の
緊
急
事
態
に
つ
い
て
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
を
萩
市
内
の
携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
へ

強
制
的
に
情
報
を
伝
達
す
る
、
３
社
同
時

配
信
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

※
一
部
対
応
し
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。

休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

３
億
９
２
１
８
万
円

　

休
日
の
一
次
救
急
（
内
科
系
）
を
担
う

診
療
所
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
行
っ

て
き
た
整
備
事
業
を
引
き
続
き
行
い
、
10

月
か
ら
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
億
２
８
６
２
万
円

　

地
域
の
医
療
連
携
の
活
動
拠
点
と
な
る

地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事

業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
い
、
10
月
か

ら
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

３
６
７
５
万
円

　

現
在
、
独
居
高
齢
者
等
へ
配
布
し
て
い

る
緊
急
連
絡
安
心
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て

い
る
情
報
に
、
既
往
歴
や
現
在
の
受
診
状

況
等
の
情
報
を
加
え
た
地
域
医
療
連
携
情

報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
を
通
じ
て
、
医
療
機
関
や
消
防
本

部
（
救
急
車
）
等
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

医
師
等
医
療
従
事
者
確
保
対
策
事
業

９
０
２
７
万
円

　

不
足
し
て
い
る
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤

師
な
ど
の
医
療
従
事
者
を
確
保
し
て
医
療

の
提
供
体
制
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
23

年
度
か
ら
開
業
・
就
業
・
修
学
資
金
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
招

へ
い
の
た
め
の
活
動
も
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

適
正
受
診
等
へ
の
住
民
啓
発
事
業

７
１
６
万
円

　

適
正
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
を

啓
発
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
24
時
間
無
料
で
利
用
で
き
る
電

話
健
康
医
療
相
談
事
業
（
萩
・
阿
武
健
康

ダ
イ
ヤ
ル
24
）
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
従
事
者
研
修
支
援
施
設
整
備
事
業

６
３
５
９
万
円

　

医
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
事
業
の
一

環
と
し
て
、
研
修
医
や
医
学
生
等
の
研
修

時
の
宿
泊
施
設
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
整

備
し
、
８
月
に
完
成
し
ま
す
。

移
行
す
る
際
の
農
地
集
積
面
積
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
建
築
支
援
事
業

１
０
０
万
円

　

木
材
の
自
給
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
産
木
材
の
利
用
拡
大
に
よ
り
林
業
所

得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
萩
産
木
材
を
利

用
し
た
住
宅
に
対
し
て
、
平
成
23
年
度
か

ら
建
築
費
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
し
て
い

ま
す
。

大
島
漁
港
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

４
９
０
０
万
円

　

平
成
16
年
度
か
ら
大
島
地
区
の
漁
業
者

特
定
農
業
団
体
法
人
化
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円

　

平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
、
任
意
組
織

で
あ
る
特
定
農
業
団
体
か
ら
特
定
農
業
法

人
へ
移
行
す
る
こ
と
で
組
織
力
を
強
化

し
、
経
営
の
安
定
化
、
担
い
手
の
確
保
を

図
る
組
織
に
対
し
て
、
特
定
農
業
法
人
へ
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宅
を
、
中
層
耐
火
構
造
４
階
建
（
27
戸
）

の
住
宅
へ
建
て
替
え
ま
す
。
ま
た
こ
れ
に

伴
い
、
老
朽
化
し
た
椿
東
保
育
園
と
新
川

保
育
園
を
統
廃
合
し
、
県
内
初
と
な
る
市

営
住
宅
と
保
育
園
を
合
築
に
よ
り
整
備
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

集
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
空
間
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

小
原
畦
田
線
道
路
整
備
事
業

１
億
９
９
０
４
万
円

　

新
清
掃
工
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

無
田
ヶ
原
口
団
地
Ｄ
棟
整
備
事
業

２
億
２
５
５
９
万
円

　

平
成
14
年
度
か
ら
整
備
を
開
始
し
て
、

現
在
Ａ
棟
か
ら
C
棟
ま
で
の
３
棟
68
戸

と
、
福
祉
複
合
施
設
「
お
と
ず
れ
」
が
完

成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
昭
和
29
年
か
ら
34
年

に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
の
住

て
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
唯
一
の
生
活
道

路
・
緊
急
避
難
道
路
と
し
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
、
林
業
等
の
地
域
産
業
の

振
興
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
負
担
金
事

業　
　
　
　
　
　
　
３
億
７
０
９
５
万
円

　

萩
市
と
長
門
市
で
構
成
す
る
「
萩
・
長

門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」
の
新
清
掃
工
場

（
平
成
27
年
度
供
用
開
始
予
定
）
建
設
に

係
る
施
設
整
備
費
等
を
負
担
し
ま
す
。

新清掃工場　完成予定図

整備中の小原畦田線

生
活
基
盤
整
備
へ
対
応

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て

無田ヶ原口団地Ｄ棟 完成予想図

「
幕
末
明
治
の
洋
行
者
た
ち
」
よ
り

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の
肖
像

当 当 当平成 年 当 初 予
の
港
内
作
業
の
安
全
性
向
上
と
生
産
労
働

環
境
の
改
善
や
、
島
民
の
生
活
環
境
基
盤

の
充
実
を
図
る
た
め
、
防
波
堤
や
岸
壁
、

定
期
船
発
着
岸
壁
等
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
25
年
度
は
、
野
積
場
用
地
等
の
整

備
を
行
い
事
業
完
了
と
な
り
ま
す
。

起
業
化
支
援
事
業　
　
　
　
５
０
０
万
円

　

独
創
性
や
発
展
性
の
あ
る
事
業
内
容
で

市
内
に
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
事
務

所
開
設
等
に
必
要
な
費
用
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
制
度

内
容
を
拡
充
し
て
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

企
業
誘
致
対
策
事
業　
　
　
２
２
４
万
円

　

新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

若
者
の
市
外
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
企
業
誘
致
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。
加
え
て
、
山
口
県
企
業
誘
致
推

進
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
誘
致
可
能
性

の
あ
る
企
業
情
報
の
収
集
に
取
り
組
み
、

積
極
的
な
誘
致
促
進
を
図
り
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

１
０
０
１
万
円

　
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

の
平
成
27
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
推
薦
書
案
・

管
理
保
全
計
画
の
修
正
等
の
登
録
準
備
作

萩
博
物
館
特
別
展
・
企
画
展
開
催
事
業

３
０
２
５
万
円

業
を
内
閣
官
房
や
文
化
庁
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

世
界
遺
産
登
録
推
進
萩
市
民
会
議
と
協
力

し
て
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
普
及
啓
発
に

努
め
ま
す
。

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
渡
航
１
５
０
年
を
記
念

し
、企
画
展
「
幕
末
明
治
の
洋
行
者
た
ち
」

や
、
恒
例
と
な
っ
た
夏
の
特
別
展
「
ト
レ

ジ
ャ
ー
ア
ニ
マ
ル
探
究
記
」
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）

※
こ
の
ほ
か
、主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
予
算
の
概
要
』
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
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萩市の財務諸表の公表
　総務省が示した「新地方公会計制度」により、普通会計
と連結ベースの財務諸表４表を次のとおり作成しました。

平成23年度

　貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動
しているのかを表しています。

　平成 22 年度末に1,685 億円あった純資産は、こ
の1年間で25億円増加し、平成23年度末には1,710
億円になりました。

平成22年度末純資産残高 1,685 億円
当期純資産変動額　  　  25 億円

　（うち純行政コスト△ 389 億円）
平成23年度末純資産残高 1,710 億円

　１年間の資金（現金など）の収入と支出がどの
ように変動しているかを表しています。

　平成 22 年度末に 74 億円あった資金は、この
１年間で６億円増加し、平成 23 年度末には 80
億円になりました。

平成22年度末資金残高 74 億円

当期資金収支 6 億円

平成23年度末資金残高 80 億円

連結資金収支計算書

連結純資産変動計算書

　資産の取得以外の行政サービスにかかる経費
と、その対価として得られた収入（使用料・手数
料等）の状況を表しています。

　543 億円の行政サービスコストに対し、その直
接の対価として 154 億円の収益がありました。す
なわち、その差額の 389 億円については、地方税
等の一般財源でまかなわなければならない部分で
す。

経常行政コスト① 543 億円

経常収益② 154 億円

純経常行政コスト①－② 389 億円

連結行政コスト計算書

　公共施設・道路・学校や現金・基金などの資産
と、それらの整備のために使われてきた資金や負
債の状況を表しています。

　570 億円の地方債（将来世代が負担する額）で、
2,380 億円の資産を形成しています。資産に対す
る地方債の割合（将来世代が負担する割合）は、
24％で、決して過大ではなく全国でも平均的な
値といえます。

資産
2,380 億円

負債　  670 億円
（うち地方債570億円）

純資産 1,710 億円

連結貸借対照表

め、企業会計的な手法により、各会計、団体、法人（第
３セクター等）を一つの行政サービスの実施主体とみな
して、普通会計及び連結ベースで作成したものです。
　従来の決算書等では把握が困難だった資産・債務情報
や住民サービスの提供に係るコスト、受益者負担などを
明示しています。

※詳細については、市役所市政情報コーナー、各総合事
務所、萩市ホームページで閲覧できます。

財務諸表
とは

整備した資産などの情報や住民サービス提供のために
使ったコスト情報が不足しています。この不足を補うた

　現在の地方公共団体の公会計制度
は、その年にどのような収入があり、
それをどのように使ったかといった現
金の動きがわかりやすい反面で、市が
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収入＝27億7,261万円 支出＝28億3,197万円

収入＝5億1,309万円 支出＝7億1,929万円

診療収入
22億4,221万円

補助金・負担金
5億890万円

当年度
未処理損失
5,936万円

その他
2,150万円

負担金
１億500万円

企業債
4億710万円

出資金　99万円

給与費・材料費・
運営費等
23億7,385万円

減価償却費等
3億4,750万円

建設改良費
4億1,109万円

企業債元金の償還
2億9,484万円収支の不足額は

損益勘定留保資
金等により補填
　2億620万円

支払利息
6,963万円

予備費 4,099万円

繰延資産1,336万円

当年度利益
1,130万円

収入＝7億2,360万円 支出＝7億1,230万円

収入＝1億75万円 支出＝2億6,304万円

水道料金収入
6億46万円

補助金　8,820万円

加入納付金等
3,494万円

負担金等
2,725万円

施設維持管理・
運営費等
4億6,043万円

減価償却費等
1億9,460万円

施設の
建設改良費等
1億4,740万円

企業債元金の
償還等

1億1,564万円

収支の不足額は
損益勘定留保資金
等により補填
　1億6,229万円

支払利息 5,727万円

企業債
7,350万円

当年度利益
1,130万円

収入＝7億2,360万円 支出＝7億1,230万円

収入＝1億75万円 支出＝2億6,304万円

水道料金収入
6億46万円

補助金　8,820万円

加入納付金等
3,494万円

負担金等
2,725万円

施設維持管理・
運営費等
4億6,043万円

減価償却費等
1億9,460万円

施設の
建設改良費等
1億4,740万円

企業債元金の
償還等

1億1,564万円

収支の不足額は
損益勘定留保資金
等により補填
　1億6,229万円

支払利息 5,727万円

企業債
7,350万円

水
道
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

　

収
入
は
前
年
度
に
比
べ
て
２
７
７
３

万
円
（
3.7
％
）
減
額
の
７
億
２
３
６
０

万
円
、支
出
は
２
０
７
８
万
円
（
2.8
％
）

減
額
の
７
億
１
２
３
０
万
円
を
予
算
計

上
し
、
１
１
３
０
万
円
の
利
益
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

水
需
要
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
安

定
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
、
適
正

な
収
入
の
確
保
と
経
費
の
縮
減
に
努
め

ま
す
。

　

収
入
は
前
年
度
に
比
べ
て
５
０
５
３

万
円
（
1.9
％
）
増
額
の
27
億
７
２
６
１

万
円
、支
出
は
、１
５
３
８
万
円（
0.5
％
）

減
額
の
28
億
３
１
９
７
万
円
を
予
算
計

上
し
、
差
引
き
５
９
３
６
万
円
の
不
足

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
未
処
理
欠
損

金
と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

　

急
性
期
医
療
に
求
め
ら
れ
る
病
院
の

役
割
等
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、

適
正
な
収
入
の
確
保
お
よ
び
支
出
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。

収入＝27億7,261万円 支出＝28億3,197万円

収入＝5億1,309万円 支出＝7億1,929万円

診療収入
22億4,221万円

補助金・負担金
5億890万円

当年度
未処理損失
5,936万円

その他
2,150万円

負担金
１億500万円

企業債
4億710万円

出資金　99万円

給与費・材料費・
運営費等
23億7,385万円

減価償却費等
3億4,750万円

建設改良費
4億1,109万円

企業債元金の償還
2億9,484万円収支の不足額は

損益勘定留保資
金等により補填
　2億620万円

支払利息
6,963万円

予備費 4,099万円

繰延資産1,336万円

　

収
入
は
１
４
０
４
万
円（
12
・
２
％
）

減
額
の
１
億
75
万
円
、
支
出
は
１
億
１

７
１
５
万
円（
30
・
８
％
）減
額
の
２
億

６
３
０
４
万
円
を
予
算
計
上
し
、
差
引

き
１
億
６
２
２
９
万
円
の
不
足
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
等
に
よ
り
補
填
し
ま
す
。

　

漏
水
事
故
の
防
止
と
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、
25
年
度
は
上
水
道
区
域
内
に

お
い
て
老
朽
管
の
更
新
事
業
、
簡
易
水

道
で
は
24
年
度
に
引
き
続
き
見
島
宇
津

地
区
へ
の
送
水
管
布
設
替
え
工
事
を
行

い
、
水
道
施
設
の
整
備
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

収
入
は
２
１
６
６
万
円
（
4.4
％
）

増
額
の
５
億
１
３
０
９
万
円
、
支
出

は
６
０
３
４
万
円
（
9.2
％
）
増
額
の

７
億
１
９
２
９
万
円
を
予
算
計
上
し
、

差
引
き
２
億
６
２
０
万
円
の
不
足
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
等
に
よ
り
補
填
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
磁
気
共
鳴
画
像
装
置

（
Ｍ
R
Ｉ
）
の
更
新
や
、
そ
れ
に
伴
う

放
射
線
部
門
の
改
修
な
ど
、医
療
機
器
・

施
設
設
備
等
を
更
新
に
よ
り
、
病
院
機

能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

収
益
的
収
支
（
事
業
の
管
理・運
営
）

収
益
的
収
支
（
事
業
の
管
理・運
営
）

資
本
的
収
支
（
施
設
建
設・改
良
等
）

資
本
的
収
支

（
施
設
改
良
・
医
療
機
器
購
入
等
）



市報HAGI●2013（平成25）年４月１日号 10

0～19 歳 20～39 歳 40～59 歳 60～74 歳
0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

8.8％ 11.1％

19.9％

60.2％

（平成25年3月1日現在）

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い

　
市
町
村
国
保

　

市
町
村
国
保
は
、
他
の
医
療
保
険
に
属

さ
な
い
す
べ
て
の
方
を
被
保
険
者
と
し
て

い
る
た
め
、
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
そ
の
多
く
が
年
金
受
給
者
で
あ
る
た

め
加
入
者
の
所
得
に
対
す
る
保
険
料
負
担

も
高
く
な
り
、
財
政
的
に
一
層
深
刻
さ
を

増
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

●
医
療
費
の
抑
制
が
保
険
料
引
き

　
上
げ
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
制
度
の
問
題
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
抜
本
的
な
制
度
の
見

直
し
や
国
県
の
医
療
費
に
対
す
る
負
担
率

　

急
激
な
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
毎
年
増
え
続
け
、
国
保
運
営
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
れ
は
萩
市
に
限
ら

ず
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
特
別
会
計
を
設
け

て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
料
と
、
国
・
県
の
負
担
金
お
よ
び

補
助
金
な
ど
で
運
営
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
お
り
、
増
加
し
続
け
る
医
療
費
に

見
合
っ
た
保
険
料
率
に
改
定
し
な
け
れ

ば
、
医
療
給
付
費
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
萩
市
で
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
連
続
し
て
３
年
間
、
国
民

健
康
保
険
料
を
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
保
険
料
は
、
今
後
、
国

保
運
営
協
議
会
の
審
議
を
経
て
決
定
す
る

国民健康保険料を改定します！

年度

金額（円）

22

372,111

（見込額）

～～
320,000

340,000

360,000

380,000

20 21 23 24（見込）

333,527

343,809

341,105

356,362

１人あたり年間
平均2,000円程度の
引き下げを予定

年度

金額（円）

24（見込）

～～

102,591

121,032

（見込額）

20 2221 23

80,000

100,000

120,000

140,000

92,124

80,73283,371

の
引
き
上
げ
な
ど
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
一
層
、
将
来
的
な
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
健
診
等
に
よ
る
疾
病
の
重
症
化
防

止
、
生
活
習
慣
等
の
改
善
指
導
に
よ
る
疾

病
予
防
、
訪
問
指
導
に
よ
る
重
複
・
頻ひ
ん
か
い回

受
診
等
の
是
正
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
を

図
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
促

進
等
、
各
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
が

少
し
意
識
を
変
え
て
い
く
だ
け
で
、
医
療

費
を
抑
制
（
節
約
）
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
健
康
の
維
持
・
病
気
の
予
防
を
積
極

的
に
行
う
、
定
期
的
な
健
康
管
理
を
行
う

な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
医
療
給
付
費
等
と

　
保
険
料
の
推
移

　

萩
市
の
一
人
あ
た
り
の
年
間
の
医
療
給

付
費
等
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
24

年
度
は
37
万
２
１
１
１
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
（
表
２
）。

　

一
方
、
一
人
あ
た
り
の
年
間
の
保
険
料

は
３
年
連
続
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
は
12
万
１
０
３
２
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
（
表
３
）。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
の
伸
び
の
鈍
化
な
ど
に
よ

り
、
一
人
あ
た
り
年
間
平
均
２
０
０
０
円

程
度
の
引
き
下
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
保
険

料
の
軽
減
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係
（
２
５
・
３
１
４
７
）

表１ 萩市国民健康保険加入者年齢構成

表２ １人あたりの年間の医療給付費等の推移

表３ １人あたり保険料の推移
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住
宅
改
善
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
の
向
上
と
市
内
事
業
者
の
経

済
振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
に
住
宅
を

所
有
し
、自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅
を
、

市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
改
修
す

る
場
合
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

◦
予
算　

５
０
０
万
円

◦
事
業
期
間　

平
成
23
〜
25
年
度
（
３

年
限
定
）

◦
昨
年
の
実
績　

50
件

■
申
請
受
付
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月

20
日

■
申
込
方
法　

建
築
課
備
え
付
け
の
申

請
用
紙
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
、
見
積
書
の
写

し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
前
の
写
真
等
を

添
え
て
提
出

■
申
し
込
み

建
築
課
（
２
５
・

３
６
９
３
）

◇民間住宅リフォーム資金助成制度の概要

対象者

①萩市民であり、世帯員全員が市税の滞納がない方
②世帯の所得金額の合計が 1,000 万円以下の方
※本人および世帯員が暴力団の構成員の場合は
対象となりません。

補助対
象工事

次の要件をすべて満たす工事
①市内にあり、自己の所有で、自ら居住している
既存住宅の工事
②市内に主たる営業所を有し、市税を滞納してい
ない施工業者による工事
③経費が 10 万円以上の工事（消費税を除く）
④補助金交付決定前に着手していない工事
⑤老朽化、災害等による住宅の修繕および補修
のための工事（設備工事を含む）または住宅の模
様替えのための工事
⑥市が実施する他の助成等と重複しないこと
⑦平成26年２月10日までに完了する工事

補助率
世帯の所得金額の合計が500万円以下の場合は
工事費用の 10％、1,000 万円以下の場合は工事
費用の５％（上限10万円）

起業化を支援
　

萩
市
で
は
、
就
業
機
会
の
少
な
い
こ

と
、
若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る
人
口

減
少
、
離
職
者
の
雇
用
確
保
等
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
で
独
創
性
や

発
展
性
を
も
っ
て
起
業
す
る
方
に
、
事

業
所
開
設
等
に
必
要
な
資
金
を
補
助
し

ま
す
。

◦
予
算　

５
０
０
万
円

◦
昨
年
の
実
績　

５
件
（
応
募
多
数
に

よ
り
８
月
に
募
集
終
了
）

◆
主
な
改
正
点

①
前
期
と
後
期
の
募
集
期
間
を
設
定

②
既
に
起
業
し
、
事
業
を
開
始
し
た
も

の
も
対
象
と
す
る

対象者

【前期募集】（4月）
平成 25 年 1 月〜 9 月に起業した方、または起
業予定の方

【後期募集】（10月）
平成 25 年 7 月〜平成 26 年 3 月に起業した方、
または起業予定の方

①起業の日に市内に居住、または居住を予定し
ている方
②市内に起業のため、事業所を設置、または設
置しようとしている方（加盟小売店および既に
事業を営んでいる方による事業の拡張を除く）
③市税をすべて完納している方 
※ただし、その他の条件で対象にならない場合
もあります。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費
②設備、備品購入費
③その他事業開始に係る経費
④法人化にかかる経費を除く
※補助対象経費の合計が50万円以上となる事業

補助率 ２分の１以内（上限 50 万円）

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署
提出の開業届出書の写し、②事業計画書、③申
請者の市税の納税証明書またはこれに代わる書
類

◇起業化支援補助金制度の概要

③
申
込
順
で
は
な
く
、
受
付
期
間
を
設

け
審
査
機
関
等
で
審
査
す
る

■
募
集
期
間　

年
度
途
中
の
起
業
へ
の

対
応
、
業
種
に
よ
る
適
切
な
開
業
時
期

に
合
わ
せ
る
た
め
、
前
期
（
４
月
１
日

〜
30
日
）、と
後
期（
10
月
１
日
〜
31
日
）

の
２
回

■
申
込
方
法　

商
工
観
光
部
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を

添
付
し
提
出

■
申
し
込
み

経
済
再
生
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
８
１
１
）

◉
開
設
費
等
の
50
％
以
内　
上
限
は
50
万
円

◉
工
事
費
の
５
〜
10
％　
上
限
は
10
万
円

今年度は期間を２期に分けて募集！

住宅リフォームを補助 今年度まで！
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４
月
か
ら
順
次
、
佐
々
並
地
区
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
施
設
の
機
能
が
移
転

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
佐
々
並
地
区
で
実
施

し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
新
し

い
場
所
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ

と
や
、
診
療
所
施
設
の
老
朽
化
な
ど
か

ら
、
佐
々
並
地
区
に
あ
る
公
共
施
設
の

有
効
活
用
を
図
り
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

　

河
添
地
区
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
ふ
た
ば
園
（
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
ふ
る
、
ふ
た
ば
園
成
人

部
）が
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、無
田
ヶ

原
口
地
区
に
新
築
さ
れ
、
４
月
か
ら
移

転
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
ふ
た
ば
園
成
人
部

は
名
称
を
「
な
な
い
ろ
」
に
変
更
し
、

新
た
に
施
設
内
で
の
軽
食
・
喫
茶
事
業

や
給
食
提
供
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
地

域
の
憩
い
の
場
を
目
指
し
ま
す
。

■
所
在
地　

椿
東
４
５
０
９
︲
１
、

４
５
１
０
︲
１
（
市
営
住
宅
無
田
ヶ
原

口
団
地
横
）

○
実
施
事
業

▽
な
な
い
ろ（
鉄
骨
造
２
階
建
）

　

１
階
は
一
般
企
業
で
の
就
労
が
困
難

な
方
へ
就
労
支
援
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
軽

食
・
喫
茶
、
萩は
ぎ
こ
め
か

米
香
（
菓
子
）
の
製
造

な
ど
、
２
階
は
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ふたば園の施設が無田ヶ原口に新築

佐
々
並
地
区
の

保
健・医
療・福
祉
施
設
の
移
転

ビ
ス
）

▽
か
ら
ふ
る（
鉄
骨
造
平
屋
）

　

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
分
室（
障

が
い
者
相
談
）、さ
く
ら
ん
ぼ
教
室
（
母

子
通
園
訓
練
）、
お
も
ち
ゃ
図
書
館

◆
喫
茶
な
な
い
ろ（
軽
食
・
喫
茶
、１
階
）

　

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▽
営
業
時
間　

月
〜
土
曜
日
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

【
事
業
費
】　

４
億
５
６
０
０
万
円
（
う

ち
市
補
助
５
１
３
３
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
ふ
た
ば
園 

な
な
い
ろ

（
２
２
・
９
７
１
７
）
杉
山

191

・B棟
・福祉複合施設
　おとずれ

●

●

●
●

67

●
A棟

萩念法寺

●
●

・D棟
・新保育園

萩焼窯元
服部天龍
萩焼窯元
服部天龍

C棟
（建設予定）

市営住宅
無田ヶ原口団地

ふたば園
なないろ・
からふる

移転時期 移転する機能 移転先

４月
旭高齢者コミュニティ
センター ➡ 旭活性化センター
旭保健センター

５月 社会福祉協議会南支所
旭事務所 ➡ 同事務所

ボランティアセンター

10 月
デイサービスセンター

（朝陽の家） ➡ 旧旭高齢者コミュニティ
センター

佐々並診療所 ➡ 旧旭保健センター

道の駅
あさひ

旧佐々並
中学校

佐々並
小学校

あさひ保育園佐々並分園

社協旭事務所社協旭事務所

デイサービスデイサービス

佐々並診療所

あさひ保育園佐々並分園

・旭高齢者
 コミュニティ
 センター
・旭保健
 センター

・旭高齢者
 コミュニティ
 センター
・旭保健
 センター

佐々並川

佐々並
　大橋●

●

●

●

●
●

●

●
262

4月

10月

10月

5月

旭活性化
センター
旭活性化
センター

■機能移転後の各施設の位置図

４月
から
移転

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
保
健
・
医
療
・

福
祉
関
係
の
施
設
を
再
編
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
こ
れ
ま
で
の

旭
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
、
佐
々
並
診
療
所
は
旭
保
健
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、

旭
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

旭
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、
旭
活
性

化
セ
ン
タ
ー
へ
移
り
ま
す
。

　

各
施
設
の
移
転
時
期
お
よ
び
機
能
は

表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

旭
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

（
５
５
・
０
２
１
１
）
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28
ご
存
知
で
す
か
‥
‥

　

投
票
終
了
時
間
が
、
１
時
間
繰

り
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
く

だ
さ
い
。

□
投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※
木
間・
三
見
第
３・
川
上・
田
万

川・む
つ
み・須
佐
・
弥
富
・
旭
・
福

栄
の
全
投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で

□
投
票
で
き
る
方

　

平
成
５
年
４
月
29
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
萩
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
平
成
25
年
１
月
10

日
（
転
入
届
出
日
）
以
前
か
ら
引

き
続
き
萩
市
に
住
ん
で
い
る
方

□
こ
ん
な
と
き
は
期
日
前

投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
方
に
前
も
っ
て
投
票
で

き
る
よ
う
便
宜
を
図
る
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出
産

予
定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
方
は
、
必
ず
期
日
前
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
期
間
、
時
間
、
場

所
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

大
島
、
相
島
、
見
島
地
区
（
前

日
繰
上
投
票
の
地
区
）
の
方
の
期

日
前
投
票
は
４
月
26
日
（
金
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

□
不
在
者
投
票

◆
入
院
中
の
場
合

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
長
や

管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
指
定
病
院
と
指
定
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
指
定
病
院

　

萩
市
民
病
院
、玉
木
病
院
、全
眞

会
病
院
、都
志
見
病
院
、萩
慈
生
病

院
、萩
病
院
、萩
む
ら
た
病
院

○
指
定
施
設

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、救
護
施
設

つ
ば
き
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ば

き
、萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や

き
、ひ
ま
わ
り
の
苑
、徳
寿
園
、阿

北
苑
、む
つ
み
園
、す
さ
苑
、ち
は

る
え
ん
、紫
福
園
、か
わ
か
み
苑

◆
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
中
の
場

合

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
す
る
と
、
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
等
で
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当

す
る
方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要

介
護
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
は
、
自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載

し
て
郵
便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票

が
で
き
る
方
で
「
ご
自
身
で
投
票

の
記
載
が
で
き
な
い
」
と
法
的
に

定
め
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
に
投

票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る

方
や
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
添
え
て
４
月
24
日
ま

で
に
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
船
員
の
場
合

　

船
員
で
選
挙
人
登
録
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙
人

名
簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員
手

帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
投
票
所
の
確
認
を

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」

で
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
４
月
８
日

以
降
に
転
居
さ
れ
た
方
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
が
、
投
票
所
で
の
受
付
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
入
場
券
を
忘

れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場

券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
り
、

届
か
な
か
っ
た
と
き
は
投
票
所
で

再
発
行
し
ま
す
。
受
付
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
等
さ
れ
た
場
合
、
郵
便
局

へ
転
居
届
け
を
さ
れ
な
い
と
、
入

場
券
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏

名
を
一
人
書
い
て
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
候

補
者
の
氏
名
が
は
っ
き
り
正
し
く

書
か
れ
て
い
な
い
と
無
効
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
の
が
原
則

で
す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字

が
書
け
な
い
方
は
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
が
、
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の
支
持
す

る
候
補
者
を
書
き
ま
す
。
投
票
に

関
す
る
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

□
開
票

　

午
後
８
時
30
分
か
ら
萩
市
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（
２
５・２
９
１
２
）

４月 日

選参
出議
議院
員山
補口
欠県
選選
挙挙
区

４
月
28
日
は
、
参
議
院
山
口
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
大
切
な
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

大
島
・
相
島
・
見
島
地
区
は
４
月
27
日
土

日
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投票所名 場　所 区　域
旧萩第１ 土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区
旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区
旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区
旧萩第４ 萩西中学校音楽室 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園保育室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町
旧萩第７ 浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区
椿東第１ 県営住宅中津江団地集会所 目代、中津江
椿東第２ 椿東保育園遊戯室 上野、椎原、船津
椿東第３ 椿東小学校地域ふれあいセンター 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山
椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑２区の１
椿東第５ 漁村コミュニティ施設中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑

あ な た の 投 票 所

期日前投票所 場　所 期　間 時　間
萩市役所期日前
投票所

萩市役所玄関
ロビー 4/12㈮〜27㈯ 8：30～20：00

三見期日前投票所 三見出張所 4/22㈪〜27㈯ 8：30～17：00
大井期日前投票所 大井出張所 4/22㈪〜27㈯ 8：30～17：00

大島期日前投票所 大島公民館
4/22㈪〜25㈭ 8：30～17：00

4/26㈮ 8：30～12：00

見島期日前投票所 見島ふれあい交流
センター

4/22㈪〜25㈭ 8：30～17：00
4/26㈮ 8：30～12：00

越ヶ浜期日前
投票所

山口県漁協はぎ統括
支店 ２階図書室 4/22㈪〜27㈯ 9：00～17：00

川上期日前投票所 川上総合事務所 4/22㈪〜27㈯ 8：30～19：00

期日前投票所 場　所 期　間 時　間
田万川期日前投票所 田万川総合事務所

4/22㈪〜27㈯
8：30～19：00

小川期日前投票所 小川コミュニティ
センター 8：30～17：00

むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所
4/22㈪〜27㈯

8：30～19：00
高俣期日前投票所 高俣支所 8：30～17：00
須佐期日前投票所 須佐総合事務所

4/22㈪〜27㈯
8：30～19：00

弥富期日前投票所 弥富支所 8：30～17：00
旭期日前投票所 旭総合事務所

4/22㈪〜27㈯
8：30～19：00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 8：30～19：00
福栄期日前投票所 福栄総合事務所

4/22㈪〜27㈯
8：30～19：00

紫福期日前投票所 紫福支所 8：30～17：00

・期 日 前 投 票 の 場 所 区 域・ 日 時
以前は投票できるのは、管内の選挙人のみでしたが、
どちらの期日前投票所でも投票できるようになりました。

※投票時間は午前７時から午後７時まで。
木間、三見第３、川上全、田万川全、むつみ全、須佐全、弥富全、旭全、福栄全投票区は午後６時まで。

投票所入場券 裏面（見本）

処理欄（記入しないでください）
投票区
名簿番号 ―
名簿対照 代理投票 身・文
用紙交付

住　　所  萩市　　大字江向 510 番地
氏　　名 萩市　太郎 性別 男 ・ 女
生年月日  明・大・昭・平　　12 年　　3 月　　4 日

※該当する番号に○をつけてください
1 仕事・学業・冠婚葬祭・地域行事の仕事
2 投票区域外への旅行・外出等
3 病気・出産・負傷
5 本市以外に居住

期日前投票宣誓書
私は、参議院山口県選挙区選出議員補欠選挙の選挙当日、下記の事由に該当する見込みなの
で、期日前投票をしたく下記の記載が真実であることを誓います。（自書で記入してください）

（期日前投票をされる方は、ご記入のうえ お持ちください）
平成 25 年４月19日

期日前投票所
◦萩市役所玄関ロビー
　期間···４月12日（金）から４月27日（土） 午前８時30分〜午後８時
◦その他の期日前投票所の期間・時間等につきましては、市報４月１日号に掲載しております。
　※詳細につきましては、下記にお問い合わせください。

《問合わせ先》〒 758–8555 萩市江向 510 萩市選挙管理委員会　電話 0838–25–2912

住所・氏名・生年
月日をご記入のう
え、性別に○を付
けてください。

選挙当日、投票で
きない事由に○を
付けてください。

期日前投票の宣誓書がご自宅で記入できます！
スムーズに投票ができるように、投票所入場券の裏面に宣誓書を印刷しています。また、様式を
萩市ホームページからもダウンロードできます（期日前投票所にも備え付けています）。

期日前投票に来ら
れる日をご記入く
ださい。



市報HAGI●2013（平成25）年４月１日号15

投票所名 場　所 区　域
越ヶ浜 越ヶ浜介護予防センター 越ヶ浜全区
椿 椿西小学校屋内運動場 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海
木間 木間地域活性化センター 東木間、西木間、北木間
山田第１ 白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区
山田第２ 山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原
三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広
三見第２ 三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区
三見第３ 三見飯井公民館 飯井
大井第１ 大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本
大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区
大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地
大島 大島公民館講義室 大島全区
相島 相島文化センター集会室 相島、櫃島
見島第１ 見島ふれあい交流センター 本村全区
見島第２ 山口県漁協宇津支店 宇津全区
川上第１ 川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内
川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂
川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷
川上第４ 江舟集会所 江舟、野戸呂
田万川第１ 田万川農村婦人の家 小川４区～ 11 区
田万川第２ 小川コミュニティセンター 小川１区～３区、小川 12 区～ 14 区、小川 24 区～ 25 区
田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川 15 区～ 23 区

田万川第４ 田万川保健センター 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、江崎
平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦

むつみ第１ 高俣支所 中郷、宮廻、辻山、高佐横坂、羽月、岸高、中央、御舟子、小国、中橋、金谷、
高佐上市、札の奥、領家、安附

むつみ第２ （旧）高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬
むつみ第３ 吉部市公会堂 佐波木、朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良、菅谷、毛木山

むつみ第４ むつみ総合事務所住民ホール 尾の坂、湯の口、毛木、鈴倉、野田、大光寺、吉部殿川、平ヶ重、天坪、
深谷、二反田、千石台全区

むつみ第５ 広瀬公会堂 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津、浦
西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭
須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦
弥富第１ 弥富支所 弥富１区、弥富５区～ 13 区
弥富第２ 鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区～４区
旭第１ 旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ヶ谷、久年、パークタウン
旭第２ 長高公民館 高津、長小野
旭第３ 舞谷公民館 舞谷

旭第４ 明木中学校屋内運動場 古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すもうば団地、
サンウッドビレッジ

旭第５ 旭マルチメディアセンター 釿切、菅蓋、牛地、見定下切、惣田、笛吹、明木上市、下市、蔵屋、原、
沖ノ原団地、中央団地

福栄第１ 福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷
福栄第２ 半田集会所 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田
福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ヶ迫、入屋、平蕨
福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田
福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂
福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑
福栄第７ 農事組合法人ふくえ会議室 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ヶ市
福栄第８ 京場集会所 奥畑、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山

あ な た の 投 票 所

選挙管理委員会　２５・２９１２問い合わせ
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　茜
あかね

色に染まった赤米の稲穂を使ったリース作り体験。オリジナ
ルの作品はお持ち帰りできます。ハーブティーの無料サービス付
き。所要時間約 30 分。参加者には須佐湾遊覧船割引券をプレゼ
ント。
集合場所／須佐大橋コミュ
ニティ広場（須佐 3139-1）
定員／ 20 人　
体験料／ 1,000 円
受入／手芸グループ

「はなみずき」
準備物／手ぶらでＯＫ
当日の連絡先／須佐大橋
コミュニティ広場
08387・6・2436

　江戸時代に盛んに焼かれていた須佐唐津焼。その郷
さと

で集落の皆さ
んが焼き物作りに取り組んでいます。ろくろ体験でオリジナルの焼
き物作りが楽しめます。所要時間約 30 分。参加者には須佐湾遊覧
船割引券をプレゼント。
集合場所／須佐大橋コミュ
ニティ広場（須佐3139-1）
定員／20人
体験料／作品１個につき
2,000円（送料別）
受入／須佐焼の会
準備物／手ぶらでＯＫ
当日の連絡先／須佐大橋
コミュニティ広場
08387・6・2436

午前10時〜午後3時 午前10時〜午後3時（随時） （随時）５月３日㊎㊗、４日㊏㊗ ５月３日㊎㊗、４日㊏㊗
体験
５

体験
６

古代米・赤米でリース作り体験 須佐焼ろくろ体験須佐 須佐

　カラスのエンドウ（緑色）や春菊の花（黄色）で、春の自然色を楽
しみましょう。経験者の方も、初めての方も無理なく体験できます
ので、お気軽にご参加ください。
集合場所／川上公民館（川上4527）　定員／15人　参加料／
2,000円　受入／川上あかね会　準備物／エプロン・厚手のゴム
手袋　当日の連絡先／神崎勝代　54・2168

　タケノコの見つけ方・掘り方を教えます。また、のどかな田園風
景の中で採ったタケノコや山菜を一緒に調理してみませんか。タ
ケノコのお土産付き。
集合場所／道の駅うり坊の
郷katamata（片俣1244-7） 
定員10人（最少５人）
※小学生以下は保護者同伴
体験料／1,500円
受入／萩市老人クラブ連合
会むつみ支部
準備物／長靴
当日の連絡先／藤谷幸

こうすけ

資
090・2069・3307

午前9時30分〜正午
午前10時〜午後1時30分

５月11日㊏
５月12日㊐

体験
７

体験
８

春色の草木染め体験教室 じいちゃん・ばあちゃんと楽しむ
タケノコ掘りと山菜料理作り

川上
むつみ

　梅もぎをしてみませんか。大人から子どもまで簡単に楽しめるの
で、ぜひご家族でもどうぞ。
　必要な方へは量り売りもします（梅のお土産付き）。
集合場所／川上公民館

（川上4527）
※集合後に梅園へ移動
定員／10人（最少４人）
参加料／1,500円
受入／宇田川幸作
準備物／作業のできる服装、
帽子、長靴
当日の連絡先／宇田川幸作
54・2431

午前9時30分〜正午６月16日㊐
体験
10

梅もぎで自然満喫！ 川上

　漁船に乗って櫃島に渡り、甘夏、玉ねぎの収穫体験をします。収
穫した玉ねぎを使って昼食のカレーライスを作ります。とても甘
くてみずみずしい甘夏２つと玉ねぎ５つのお土産付き。島から見
る海と空の景色は最高です。
集合場所／萩商港駐車場

（浜崎町139-1）
※駐車料金：1日300円
定員／10人（最少５人）
体験料／2,000円　
受入／山根実
準備物／汚れてもよい
服装・長靴・軍手・帽子・
飲み物（必須）
当日の連絡先／山根実
090・7135・0766

午前9時30分〜午後3時６月２日㊐

体験
９

漁船に乗って櫃島（ひつしま）へ！
甘夏、玉ねぎ収穫体験 萩
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○申し込みの締切は各開催日の７日前までです。
○キャンセルされる場合は、必ず３日前（土・日曜、祝日
　の場合はその前日）までにご連絡ください。
○体験料は、当日現地にて現金でお支払いください。
○天候等により、内容を変更する場合がありますのでご了
　承ください。

■主催　萩市ふるさとツーリズム推進協議会
申し込み・問い合わせ 地域政策調整課（２５・３８１９）

　新芽のよもぎを摘んで昔ながらの餅つきを体験してみません
か？お昼は、つきたてのお餅と地元食材を使った料理をいただき
ます。自分のついたお餅をお土産としてお持ち帰りいただきます。
集合場所／農産物加工販
売所つつじ（明木2857-3）
定員／15人（最少５人）
体験料／1,500円、小学
生以下700円
受入／木間加工センター
準備物／エプロン・三角
巾・運動靴
当日の連絡先／木間加工
センター　27・0200

　須佐湾フィッシングパークで子どもたちに釣りを楽しんでもら
います。釣った魚はお持ち帰り。参加者には須佐湾遊覧船割引券
をプレゼント。
※一般の方も通常通り釣り
ができます（釣果はお買い
上げ）。
集合場所・受入／須佐湾
フィッシングパーク

（須佐7248-10）
体験料／１尾につき
1,000円
当日の連絡先／須佐湾
フィッシングパーク
08387・6・3700

　江津ファームで栽培、収穫されたブルーベリーを使ってジャム
作りに挑戦。白やピンクの花を咲かせたブルーベリー畑の見学も
できます。（ブルーベリージャム150g×3本のお土産付き）
集合場所／江津ファーム
事務所（江崎8767-34）
定員／６人（最少２人）
※10歳以上対象
体験料／2,000円
受入／江津ファーム
準備物／作業のできる汚
れてもよい服装・エプロ
ン・三角巾
当日の連絡先／江

え づ

津
ファーム事務所
08387・2・0111

　つる細工に興味のある方はぜひどうぞ！初めての方も大丈夫。
当日会場では温泉公園まつりも開催されます。あわせてお楽しみ
ください。
集合場所／萩阿武川温泉
公園（川上4892-1）
定員／５人
参加料／1,500円
受入／山中章三・溝部晟

あきやす

泰・
金子栄一
準備物／作業のできる
服装
当日の連絡先／金子栄一
54・2732

午前9時30分〜午後1時

午前9時30分〜午後4時（随時）

午前9時30分〜11時30分

午前10時〜正午

４月20日㊏

4月27日㊏〜5月6日㊊㊗

４月21日㊐

５月３日㊎㊗

春
体験プログラム

の
春の自然・味覚

を満喫して

みませんか！

参 加 者 募 集

体験
１

体験
３

体験
２

体験
４

臼
うす

と杵
きね

でよもぎ餅つき体験

須佐湾フィッシングパーク〈子ども釣り体験〉

ブルーベリージャムを作ろう

つる細工に挑戦してみよう！

萩

須佐

田万川

川上
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コース 曜日 ステーション・時間

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30～10:00

住の江保育園

10:10～10:35

萩幼稚園

10:50〜11:30

三見
小・中学校

12:45～13:15

三見保育園

13:25～13:45

さんみ苑

13:55～14:20

三見市
仁王会館

14:35～14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30〜9:50

土原保育園

10:00～10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45～11:05

椿西小学校

13:00～13:35

椿保育園

13:45～14:15

春日保育園

14:30～14:55

木間
小･中学校

15:50～16:20

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50～10:15

オアシス
はぎ園

10:20～10:45

山口県漁協
大井湊支店

10:55～11:20

山口県漁協
大井浦支店

11:30～11:50

大井小学校

13:00～13:30

越ヶ浜小学校

14:00～14:20

越ヶ浜せり場

14:30～15:05

4 金
（第2・4）

萩焼会館

9:30～9:55

萩総合
支援学校

10:10～10:40

日の丸保育園

11:00～11:40

椿東小学校

13:00～13:40

椿東保育園

14:00～14:30

越ヶ浜保育園

15:15～15:45

越ヶ浜中学校

16:10～16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20～10:35

あさひ保育園
佐々並分園

10:45～11:15

明木中学校

13:00～13:30

ちはるえん

13:40～14:10

福祉複合施設
つばき

14:30～15:00

殿河内
公会堂前

15:15〜15:35

白水小学校

16:00〜16:20

6 水
（第1・3）

明木小学校

10:05～10:35

あさひ保育園

10:45～11:10

川上中学校

13:05〜13:25

かわかみ苑

13:35～14:05

川上公民館

14:10～14:25

川上小学校

14:30～15:00

川上保育園

15:10～15:40

7 火
（第2・4）

福川小学校

10:10～10:30

むつみ保育園

10:50～11:05

むつみ園

11:15～11:35

むつみ中学校

13:00〜13:35

ハピネス
ふくえ

14:10～14:30

福川保育園

14:40～15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10～10:30

紫福園

11:05～11:25

福栄中学校

13:10～13:30

萩市役所
紫福支所

13:40～14:00

紫福保育園

14:10～14:35

紫福小学校

14:50～15:20

田
万
川

火
（月2回）

萩市役所
小川支所

11:00〜11:30

田万川保育園
小川分園

12:45〜13:00

小川小学校

13:00〜13:30

阿北苑

13:45〜14:00

八幡集会所

14:15〜14:30

田万川保育園

14:40〜14:55

多磨児童クラブ

15:05〜15:20

介護サービス
ぬくもり

15:25〜15:40

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30〜11:00

生活支援
ハウス寿

11:05〜11:20

青葉台公民館

12:45〜13:05

須佐中学校

13:10〜13:40

みやこ編物

14:05〜14:20

育英元気っ子

14:35〜14:55

萩社協北支所
須佐事務所

15:00〜15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:05〜10:20

弥富小学校

12:50〜13:10

鈴野川小学校

13:30〜13:45

森林組合

14:05〜14:20

弥富保育園

14:25〜14:45

弥富公民館

14:55〜15:20

須
佐
Ｂ

毎週金
山口県漁協
須佐支店

10:30〜10:50

しんわ苑

12:30〜12:45

育英小学校

12:55〜13:30

須佐保育園

13:40〜14:00

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に図書を利用していた
だくために、市内全域で 12 コース、79 ステーションを巡回しています。
　今年度から、萩移動図書館「わくわく号」の曜日やステーションが大き
く変更されますのでご注意ください。新規のステーションは、「ちはるえ
ん」、「福祉複合施設つばき」の２カ所です。

館移 動 図 書

４月〜９月
前 期

巡回予定表

わくわく号
（紫福小学校）

まなぼう号
（須佐保育園）

巡回を始めます！

新たに ちはるえん
福祉複合施設つばき

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

ま
な
ぼ
う
号︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶
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市
内
の
保
育
園
に
通
園
中
の
概

ね
１
歳
以
上
の
児
童
ま
た
は
小
学

校
１
〜
３
年
生
の
児
童
で
、
保
護

者
が
夜
間
や
深
夜
に
就
労
等
の
た

め
保
育
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

日
の
丸
保
育
園

▽
時
間　

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

午
後
６
時
〜
翌
朝
９
時
30
分

▽
利
用
料
（
利
用
１
回
に
つ
き
）

午
後
11
時
ま
で
１
０
０
０
円
、
午

前
２
時
ま
で
１
５
０
０
円
、
午
前

９
時
30
分
ま
で
２
０
０
０
円
（
給

食
代
・
お
や
つ
代
は
実
費
）

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

  

保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
児

童
で
、
保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
保

育
が
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園　

椿
東
・
山
田
・

川
上
・
田
万
川
・
田
万
川
小
川
分

園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
弥
富
・
あ

さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福

川
・
紫
福
・
日
の
丸
・
大
島

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

▽
利
用
料  

１
日
１
８
０
０
円

（
給
食
代
含
む
）、
４
時
間
以
内

９
０
０
円

  

市
内
の
保
育
園
に
通
園
中
の
児

童
で
日
曜
日
・
祝
日
に
保
護
者
が

仕
事
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
で

き
な
い
児
童
を
保
育
。

▽
実
施
保
育
園  

住
の
江
保
育
園

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

▽
利
用
料  

１
日
１
５
０
０
円

（
給
食
代
含
む
）

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

　

未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象

に
、
育
児
相
談
や
育
児
情
報
の
提

供
、
各
種
行
事
を
実
施
。

○
児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

○
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園
内

（
２
５
・
４
４
８
８
）

▽
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

○
元
気
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

大
井
・
川
上
・
田

万
川
・
田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ

み
・
須
佐
・
弥
富
・
あ
さ
ひ
、
あ

さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫
福

保
育
園
内

※
実
施
時
間
・
曜
日
は
各
園
に
問

い
合
わ
せ
。

  

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
に
通
っ

て
い
る
児
童
ま
た
は
、
小
学
校
１

〜
３
年
生
の
児
童
が
、
病
気
や
け

が
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な
期

間
、
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

○
萩
市
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
楽
々
園
（
２
４
・
４
８
２

０
）

○
萩
市
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
す
さ
（
弥
富
診
療
セ
ン

タ
ー
内
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１

１
）

▽
利
用
料　

１
日
２
０
０
０
円

（
給
食
代
含
む
）

※
利
用
料
金
の
減
免
制
度
あ
り
。

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
方

（
援
助
会
員
）
と
受
け
た
い
方
（
依

頼
会
員
）
が
、
地
域
で
育
児
を
助

け
合
う
相
互
援
助
の
会
員
組
織

で
、両
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
業
務　

①
会
員
間
の
育
児

に
関
す
る
相
互
援
助
活
動
の
支

援
、
②
会
員
の
交
流
や
情
報
交
換

の
場
を
提
供
す
る
た
め
の
交
流
会

等
の
開
催
、
③
育
児
に
関
す
る
情

報
提
供
や
相
談
受
付
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
萩
市
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
内
２
４
・
０
５
３
０
）

※
援
助
活
動
依
頼
助
成
金
支
給
制

度
あ
り
。

▽
園
庭
開
放　

市
内
各
保
育
園　

土
曜
日
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日

▽
園
庭
・
園
舎
開
放

○
萩
幼
稚
園　

ひ
よ
こ
組（
２
２
・

０
７
７
５
）
５
月
か
ら
月
１
・
２

回
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

○
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園　

て
ん
し

組
（
２
２
・
２
０
１
９
）
６
月
頃

か
ら
月
１
・
２
回
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

▽
お
も
ち
ゃ
図
書
館
地
域
開
館
日

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

ふ
る
（
２
２
・
２
８
７
７
）
毎
週

火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
祝
祭
日
は
休
館
）

※
日
程
は
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
。

　

乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、

公
共
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
施
設

○
萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
２
６
・
０

５
０
０
）
毎
週
月
・
金
曜
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
萩
市
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー

（
５
４
・
２
９
０
０
）
毎
週
水
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
萩
市
田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

木
曜
日
（
月
２
〜
３
回
） 

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

○
萩
市
須
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
０
１
７
）

木
曜
日
（
月
２
回
） 

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

○
萩
市
福
栄
保
健
セ
ン
タ
ー

（
５
２
・
０
１
４
２
）
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

○
芸
能
・
芸
術
の
館
「
フ
レ
ン
ド

パ
ー
ク
」（
２
６
・
６
１
１
８
）
毎

日 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
年
末
年
始
を
除
く
）

○
萩
市
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

（
２
６
・
５
０
０
５
）
毎
日 

午
前

９
時
〜
午
後
６
時
（
年
末
年
始
、

毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
２
・
４
・
５

火
曜
日
を
除
く
）

※
利
用
で
き
な
い
日
も
あ
る
た

め
、
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
。

応
援
し
ま
す
、
あ
な
た
の
子
育
て

応
援
し
ま
す
、
あ
な
た
の
子
育
て

子 育 て 支 援 サ ー ビ ス

子育て支援課（２５・３５３６）各総合事務所市民窓口部門問い合わせ

子育てと仕事の両立を支援するため、各種
子育て支援サービスを実施しています。

24
時
間
保
育

休
日
保
育

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

就
学
前
児
童
対
象
の
施
設

開
放

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

公
共
施
設
の
無
料
開
放

一
時
預
か
り
保
育
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行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
総

務
大
臣
か
ら
８
人
の
方
が
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

相
談
相
手
と
し
て
、
役
所
の
仕

事
（
国
の
仕
事
や
独
立
行
政
法

人
、
特
殊
法
人
の
仕
事
）
に
関
す

る
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
助

言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
定
例
の
相
談
所
を
開

い
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
日

は
市
報
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
行
政
相
談
委
員
】

沖
野 

益ま
す
や也
（
萩
地
域
・
新
任
）

永
田 

誠
（
萩
地
域
・
再
任
）

神
崎 

勝ま
さ
よ代
（
川
上
地
域
・
再
任
）

宮
本 

英ひ
で
つ
ぐ
次（
田
万
川
地
域
・
再
任
）

小
野 

良
夫（
む
つ
み
地
域
・
再
任
）

廣
田 

欽き
ん
や哉

（
須
佐
地
域
・
再
任
）

藤
本 

肇
（
旭
地
域
・
再
任
）

加
藤 

善よ
し
た
か

隆
（
福
栄
地
域
・
再
任
）

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

　

２
月
１
日
〜
28
日
で
、
９
件
、

17
万
円
の
寄
付
の
申
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

【
５
万
円
】
松
浦
和
子（
東
京
都
）

【
１
万
円
】
白
井
勲（
東
京
都
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
２
件
）。 

（
平
成
24
年
度
累
計
４
０
６
件
、

８
５
８
万
１
０
０
円
）

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

建
築
士
の
派
遣
に
よ
る
無

料
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

の
補
助

○
無
料
耐
震
診
断
員
派
遣

　

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ

い
て
建
築
士
を
派
遣
し
て
無
料
で

耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は

７
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
募
集
戸
数　

20
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月

13
日

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

お
よ
び
一
定
規
模
以
上
の
公
共
的

建
築
物
の
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

○
耐
震
改
修
費
補
助

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　

３
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
10
月

31
日

○
耐
震
診
断
費
補
助

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の

◦
幼
稚
園
、保
育
園
で
２
階
以
上
、

床
面
積
が
合
計
５
０
０
㎡
以
上
の

も
の

◦
病
院
、
診
療
所
で
３
階
以
上
、

床
面
積
が
合
計
１
０
０
０
㎡
以
上

の
も
の

◦
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
に
建
つ
建

築
物
で
地
震
時
に
道
路
を
ふ
さ
ぐ

恐
れ
の
あ
る
も
の
で
指
定
さ
れ
た

も
の
な
ど

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
）

■
募
集
棟
数　

数
棟

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月

13
日申

し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
３
６
９
３
）

◦
三
浦
玲
子
さ
ん
（
江
向
）
か
ら

図
書
37
冊

◦
萩
山
口
信
用
金
庫
（
藤
井
伸の
ぶ
え榮

理
事
長
）
か
ら
現
金
52
万
６
１
７

１
円

◦
高
杉　

子
れ
い
こ

さ
ん
、明
子
さ
ん（
以

上
東
京
都
）、
力
つ
と
むさ
ん
（
千
葉
県
）

か
ら
萩
博
物
館
に
高
杉
晋
作
関
係

資
料
69
点

　

３
団
体
、
12
個
人
か
ら
エ
ド
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
な
ど
計
17
本
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

▽
寄
付
者　

コ
ー
プ
葬
祭
、
ニ
ッ

パ
チ
会（
萩
高
24
期
卒
）、
萩
高
44

期
卒
四
四
会
、板
垣
保
彦
さ
ん（
堀

内
）、
小
泉
剛こ
う
い
ち一
さ
ん
、
小
泉
テ

イ
子
さ
ん（
以
上
瓦
町
）、
櫻
田
征
ゆ
く

夫お

さ
ん（
平
安
古
町
）、
新
谷
正
子

さ
ん（
唐
樋
町
）、
田
坂
玲
子
さ
ん

（
江
向
）、玉
木
英
樹
さ
ん（
瓦
町
）、

森
田
タ
キ
子
さ
ん（
呉
服
町
）、
山

中
克
巳
さ
ん（
土
原
）

※
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲

載
。

沖野 益也（新任）

中
央
公
園
整
備
に
伴
う
樹
木
の

寄
付（
市
報
２
月
15
日
号
募
集
）
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指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布

は
４
月
下
旬
か
ら

　

市
で
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て

指
定
ご
み
袋
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
世
帯
人
数
の
確
定
は
、

住
民
異
動
が
落
ち
着
く
４
月
５
日

時
点
の
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
行

う
た
め
、
市
か
ら
各
町
内
会
等
へ

の
ご
み
袋
の
配
送
は
４
月
下
旬
か

ら
順
次
行
い
ま
す
。

※
無
料
配
布
し
た
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ
る
ご
み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
）
を
燃
や
せ
な
い

ご
み
の
袋
や
収
集
券
な
ど
へ
交
換

世帯人数
燃やせる

ごみ
（青色）

プラスチック
製容器包装
（黒色）

1〜2人 20枚 10枚

3〜4人 40枚 10枚

5人以上 40枚 20枚

■無料配布枚数

　今年度の市税の納期は、次のとおりです。納期内の納
付にご協力をお願いします。

平成25年度の市税納期

※納付書が届き次第、早めに納めることもできます。
　納期を過ぎて支払う場合、督促料や延滞金がかかる場
合があります。
◎便利で確実な口座振替をぜひご利用ください
　一度手続きすると納期限に振替するため、納付書を失
くしたり、納期限を忘れる心配がありません。
■手続きに必要なもの
　通帳、通帳の印鑑、納税通知書
■手続場所
　金融機関、収納課、各総合事務所市民窓口部門、支所・
　出張所
※振替開始は手続きの翌月以降の納期分からです。
■取り扱い金融機関
　山口銀行・萩山口信用金庫・西京銀行・もみじ銀行・
　あぶらんど萩農業協同組合・山口県漁業協同組合・中
　国労働金庫・信用組合広島商銀・西中国信用金庫・北
　九州銀行・ゆうちょ銀行
 　問い合わせ　収納課（２５・３５７５）

　　　 固定資産税・都市計画税 市県民税
第１期 5月16日〜31日 6月16日〜7月1日
第２期 7月16日〜31日 8月16日〜9月2日
第３期 12月16日〜1月6日 10月16日〜31日
第４期 2月16日〜28日 1月16日〜 31日

軽自動車税
全　期             5 月 16 日〜 31 日

こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
入るとき

他の市区町村から転入した 転出証明書

職場の健康保険を脱退した※ 職場の健康保険の資格喪失
証明書

子どもが生まれた 保険証
生活保護を受けなくなった※ 保護廃止決定通知書

国保を
やめる
とき

他の市区町村へ転出する※ 保険証

職場の健康保険に加入した・
被扶養者になった

国保の保険証と職場の健康
保険の保険証 ( 未交付の場
合は資格取得証明書）

被保険者が死亡した 保険証
生活保護を受け始めた※ 保険証・保護開始通知書
学生用の保険証の交付を受け
ていたが卒業した（引き続き
市外に住所を有する方）

保険証・卒業証明書など卒
業が確認できるもの

その他

退職者医療制度の対象となった 保険証・年金証書
退職者医療制度の対象ではな
くなった 保険証

市内で住所が変わった 保険証
世帯主や氏名が変わった 保険証
就学のため、子どもが他の市
区町村に住所が変わった 保険証・在学証明書

保険証をなくした、あるいは
汚して使えなくなった

運転免許証など身分を証す
るもの

（すべての届出について印鑑が必要です）

こ
ん
な
と
き
に
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

の
届
出
日
で
は
な
く
、
被
保
険
者
の

資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
遡
っ
て
納

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
通
知
等
の
文
書
は
世
帯
主

宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封

し
て
内
容
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係
（
２
５
・
３
１

４
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退
等

さ
れ
る
と
き
は
、
事
由
が
生
じ
た
時

か
ら
必
ず
14
日
以
内
に
世
帯
主
の
方

が
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

る
場
合
は
、
14
日
を
過
ぎ
て
届
出
を

さ
れ
る
と
届
出
日
前
の
期
間
中
に
か

か
っ
た
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
加
入

※必要書類が整っていれば 14 日前から手続きが可能です。

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
環
境
衛

生
課
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門
、
支
所
・
出
張
所
、
ま
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
（
１
枚
か
ら
交
換

で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
対

象
者
の
範
囲
の
拡
大

　

４
月
か
ら
「
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
」（
障
害
者

総
合
支
援
法
）
の
施
行
に
伴
い
、

障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
方

が
加
わ
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

筋
萎
縮
性
側そ
く
さ
く索
硬
化
症
等
１
３
０

疾
患
に
よ
る
障
が
い
が
あ
る
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

対
象
疾
患
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明

書
（
診
断
書
、
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
等
）
を
持
参
の
上
、高
齢
・

障
が
い
支
援
課
、
各
総
合
事
務
所

市
民
窓
口
部
門
で
申
請

※
申
請
後
、
障
害
程
度
区
分
の
認

定
や
支
給
認
定
等
の
手
続
き
を
経

て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）

年
金
記
録
を
市
役
所
で
も

確
認
で
き
ま
す

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
導
入

　

日
本
年
金
機
構
が
行
っ
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
個
人
の
ご
自

宅
等
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
な
い
方
や
利
用
方
法
が

分
か
ら
な
い
方
の
た
め
、
県
内
で

初
め
て
市
役
所
に
導
入
し
、
４
月

か
ら
市
役
所
本
庁
市
民
総
合
窓
口

で
も
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
持
ち
主
が
確
認
で
き
て

い
な
い
年
金
記
録
が
全
国
で
約

２
２
０
０
万
件
あ
り
ま
す
。
漏
れ

や
誤
り
の
心
配
の
あ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

の
記
録
を
も
と
に
、
過
去
に
働
い

た
こ
と
が
な
い
か
、
旧
姓
で
の
記

録
が
な
い
か
な
ど
を
職
員
が
確
認

し
ま
す
。

【
個
人
で
の
利
用
の
場
合
】

　

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
登
録
を
行
い
ID
を
取

得
し
、
確
認
し
ま
す
。

【
市
役
所
で
確
認
す
る
場
合
】

　

本
庁
市
民
総
合
窓
口
へ
、
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）、基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年

金
手
帳
等
）ま
た
は
照
会
番
号
が

わ
か
る
も
の（
ね
ん
き
ん
定
期
便

等
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

萩
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
追
加

◦
歩あ
ゆ
む夢
創
建
（
長
門
市
）

（
０
８
３
７
・
２
２
・
５
９
８
８
）

　

水
道
工
事
を
行
う
時
は
、
必
ず

市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

地
籍
調
査
の
実
施

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地

籍
調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
は
次
の
地
区

で
地
籍
調
査
（
一
筆
地
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
と
は
、
法
務
局
の
土

収集日 収集地区
４月15日㈪

～19日㈮
香川津、新川西・南区、前小
畑２区、後小畑、玉江浦２区

４月22日㈪
～26日㈮

平安古、城東中・北区、樽屋町、
今魚店町、恵美須町、瓦町、上
五間町、米屋町

５月13日㈪
～17日㈮

土原 1 区、江向 2・3・4 区、
堀内、城東南区、北古萩、西田
町、吉田町、今古萩町、霧口、倉
江、越ヶ浜、無田ヶ原口の 1、
東田町東区

５月20日㈪
～24日㈮

川島、土原 2 区、御許町、河添、
下五間町、中津江、上野、松本
市、船津、無田ヶ原、中小畑

５月27日㈪
〜31日㈮

浜崎新町 3 区、浜崎、東浜崎2
区、椿（椿河内・霧口・青海除
く）、山田（木間除く）、玉江（玉
江団地除く）、三見（石丸、床
並・市・吉広・河内除く）

　

ハ
エ
、
蚊
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、

側
溝
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
市
で
は
側
溝
か
ら
出
た
汚

泥
を
表
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

○
側
溝
清
掃
は
、
汚
泥
収
集
計
画

表
の
収
集
日
直
前
の
土
曜
日
ま
た

は
日
曜
日
に
町
内
会
単
位
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
各
地
区
の
実
施
日
は
、
町
内
会

に
よ
っ
て
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
内
会

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
ご
高
齢
の
方
や
病
弱
な
方
な
ど

側
溝
清
掃
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
町
内
会
で

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
汚
泥
は
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
土

の
う
袋
、段
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
、

交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に

ま
と
め
て
集
積
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
車
が
入
れ
な
い
所
や
見
え
に

く
い
所
で
は
収
集
が
困
難
で
す
の

で
、
必
ず
広
い
道
路
、
通
路
ま
で

出
し
て
、
集
積
場
所
を
環
境
衛
生

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

○
交
通
事
故
等
が
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
溝
蓋
を
上
げ
る
た
め
の
バ
ー

ル
、
蓋
上
げ
器
、
土
の
う
袋
等
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
６
６
１
）

側
溝
清
掃（
萩
地
域
）に
ご
協
力
を
！

■汚泥収集計画表
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地
登
記
簿
と
備
付
地
図
に
記
録
さ

れ
て
い
る
地
番
・
地
目
・
面
積
・

所
有
者
の
こ
と
で
す
。
実
際
の
土

地
・
記
録
が
異
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
地
籍
調
査
に
よ
り
新
し
い

正
確
な
地
籍
図
・
地
籍
簿
を
作
り

ま
す
。

■
実
施
地
区　

大
井
地
区
（
相

崎
）、
椿
東
地
区
（
長
山
）

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
９
７
９
０
）

求
職
者
支
援
制
度

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」
は
、
雇

用
保
険
が
受
給
で
き
な
い
求
職
者

の
方
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を

目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

■
内
容

①
求
職
者
支
援
訓
練
・
公
共
職
業

訓
練

※
受
講
料
は
原
則
無
料
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
で
す
。

②
訓
練
期
間
中
、
訓
練
後
の
就
職

支
援

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
訓

練
期
間
中
、
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
（
月
額
10
万
円
等
）
を
支
給

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

（
２
２
・
０
７
１
４
）

　

春
は
新
入
学
後
の
子
ど
も
た

ち
の
不
慣
れ
な
登
下
校
や
、
レ

ジ
ャ
ー
の
活
発
化
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
等
に
よ
り
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

を
あ
げ
て
の
交
通
事
故
撲
滅
を
め

ざ
す
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標　

①
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
②

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
、
③
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
、
④
飲
酒
運
転
の
根

絶
、
⑤
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進

（
県
重
点
）

※
４
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期間中の主な行事 と　き ところ
「ゆっくり走ろう萩の道」
キャンペーン

5日（金）
10：00～11：00

道の駅「萩往還」
パーキング

むつみ交通安全
キャンペーン

9日（火）
7：15～7：45 吉部下鍛冶屋交差点

川上地域交通安全
キャンペーン

10日（水）
7：00～8：00 川上京床

交通安全
グラウンドゴルフ大会

10日（水）
8：30～12：00

阿武川河川公園
白上球技場

萩交通安全協会婦人部
キャンペーン

10日（水）
14：00～15：00

大井大渡パーキング
（国道191号）

やまびこキャンペーン 11日（木）
7：30～8：00

むつみＢ＆Ｇ海洋セン
ター前（県道13号）

ルート191セーフティー
ロードキャンペーン

11日（木）
14：00～15：00

道の駅「ゆとりパーク
たまがわ」先

（国道191号）
シルバー安全運転
コンテスト

13日（土）
9：00～12：00 萩自動車学校

福栄地域交通安全キャン
ペーン「マスコット作戦」

15日（月）
9：00～10：00

JAあぶらんど萩
紫福支所前

〜
住
み
よ
い
山
口 

い
つ
も
心
に 

交
通
安
全
〜

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
し
た

遺
族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し

て
語
り
合
う
「
わ
か
ち
あ
い
の

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
３
土
曜
日（
８
・

12
月
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

防
府
総
合
庁
舎
（
防

府
市
駅
南
町
）

■
参
加
料　

無
料
（
茶
菓
子
代

２
０
０
円
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
５
・
２
７
・
３
４
８
０
）

航
空
自
衛
隊
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
見
島
周
辺
で
の

飛
行
訓
練
が
終
了

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
松
島
基
地
（
宮
城
県
）
を
本
拠

と
す
る
航
空
自
衛
隊
の
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
チ
ー
ム
・
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス（
第
４
航
空
団
第
11
飛
行
隊
）

は
、
平
成
23
年
５
月
に
芦
屋
基
地

（
福
岡
県
）
に
移
動
し
、
７
月
か

ら
見
島
周
辺
で
飛
行
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
22
日

で
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
（
西
回
り
）

ル
ー
ト
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、
福
祉
複
合
施

設
つ
ば
き
利
用
者
等
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
、
ま
ぁ
ー
る
バ
ス

西
回
り
コ
ー
ス
に
バ
ス
停
「
福
祉

複
合
施
設
つ
ば
き
」
を
設
け
、
一

部
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
す
。

【
現
在
】
萩
駅
・
観
光
協
会
前
→

市
民
体
育
館
入
口
→
金
谷

【
変
更
後
】
萩
駅
・
観
光
協
会
前

→
福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き
→
金
谷

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

防
長
交
通
萩
営
業
所（
２
２
・
３
８

１
１
）

４月
６〜15日

石彫公園

萩博物館

旧厚狭毛利家
萩屋敷長屋

旧益田家物見矢倉

萩
八
景
遊
覧
船

乗
り
場

萩城跡
（指月公園）

大照院

金谷神社
萩市民体育館

萩市観光協会

口羽家住宅 萩城城下町

浜崎
伝建地区

山口県立萩美術館・浦上記念館

藩校
明倫館跡

消防署

萩
温
泉
旅
館

協
同
組
合

萩
お
み
や
げ

博
物
館

萩市役所

伊藤博文旧宅

旧田中別邸

河添河川公園

菊屋家
住宅

旧久保田家
住宅

北の総門

住吉神社

旧萩藩
御船倉

道の駅・萩しーまーと

木戸孝允旧宅

高杉晋作誕生地

NPO萩観光
ガイド協会

野山獄跡

岩倉獄跡

青木周弼
旧宅

警察署

松陰神社

東光寺

伊藤博文別邸

郡司鋳造所
遺構広場

藍場川

旧湯川家屋敷

桂太郎旧宅

萩駅

橋本橋

椿大橋
中津江橋

松陰大橋

松本大橋

玉江橋

常盤橋

萩橋

雁島橋

大島航路
25分

相島航路
40分

見島航路 70分
（高速船おにようず）

萩商港

鶴江台

指月山

菊ヶ浜海水浴場

橋　
本　
川

松　

本　

川

橋　
本　
川

JR山陰本線

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

東
萩
駅

玉江駅

国道
191
号

国
道
191号

国道
262
号

◎

萩反射炉

堀内
伝建地区

平安古
伝建地区

鍵曲

鍵曲

山口県漁協
玉江浦支店前

萩
看
護
学
校
前

大
照
院
入
口

山
田
保
育
園
前
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
前

萩城跡・
指月公園入口

定
期
船
の
り
ば
入
口

熊
谷
美
術
館
前

北の総門
入口

ミドリヤ
ファーム入口

玉
江
駅
前

久坂玄瑞
誕生地前

平安古南
団地前

河
添
河
川
公
園
入
口

自
動
車
学
校
前

障
害
者

福
祉
作
業
所

つ
ば
き
園
前

河
添
八
丁
団
地
入
口

萩博物館前

菊
ヶ
浜
入
口

千
春
楽
前

野
山
獄
跡
入
口

寺
町

吉田町

蓮正寺前

椿町

金谷

藍
場
川
入
口

ドコモショップ萩店前

アトラス萩店前

萩バスセンター

市民体育館
入口

福
祉
複
合
施
設

つ
ば
き

萩
市
民
病
院
・

福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き

萩駅・
観光協会前

萩
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
天
空
前

御
成
道・た
ま
ち

駐
車
場

弘
法
寺
前

萩東中学校前

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
前

萩
市
役
所

玉
木
病
院
前

新
堀

萩美術館 浦上記念館
萩地方合同庁舎前

天樹院入口・
萩夏みかん工房前

中
央
公
園
萩図書館
・児童館
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市
営
墓
地
使
用
者

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
萩
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

す
る

②
祭
事
を
主
宰
す
る

③
他
に
墳
墓
の
場
所
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い

④
一
年
以
内
に
使
用
す
る

■
必
要
書
類　

火
葬
許
可
証
ま
た

は
焼
骨
の
所
在
を
証
明
で
き
る
書

類※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

平
成
25
年
度 

萩
景
観
賞
の

候
補

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
樹
木
」

で
す
。
ま
た
、
テ
ー
マ
以
外
の
も

の
を
「
自
由
部
門
」
と
し
て
募
集

し
ま
す
。

◆
樹
木
部
門

◦
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
、
萩
の

景
観
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

◦
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

※
公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
、
保
存

樹
木
や
文
化
財
等
の
指
定
を
受
け

て
い
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

【
例
】
四
季
折
々
の
景
観
を
作
り

出
す
、
ま
た
一
年
を
通
し
て
周
辺

と
調
和
し
た
景
観
を
作
り
出
す
樹

木
・
樹
林
、
神
社
や
寺
院
に
あ
る

樹
木
等
住
宅
の
庭
木
や
生
垣
等

◆
自
由
部
門

◦
美
し
く
残
し
た
い
と
思
わ
せ
る

萩
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
形
成
し

て
い
る
建
築
物
・
工
作
物
・
ま
ち

な
み
等

※
文
化
財
等
の
指
定
を
受
け
て
い

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

【
例
】
風
情
の
あ
る
街
筋
・
集
落
、

古
風
な
建
築
物
、
お
し
ゃ
れ
な
看

板
等

■
応
募
方
法　

６
月
28
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
、
各
総
合
事
務

所
備
え
付
け
の
応
募
票
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
候
補
物
件
の
名
称
、
所
在
地
、

部
門
、
応
募
（
推
薦
）
理
由
、
応

募
者
（
推
薦
者
）
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
写
真
（
２

枚
以
上
）
を
添
付
の
う
え
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
審
査　

市
の
施
設
や
道
の
駅
等

の
投
票
所
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
市
民
投
票
を
参
考
に
景
観
審

議
会
で
審
査

■
表
彰　

10
月
（
予
定
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
、

メ
ー
ルtosikei@

city.hagi.lg.jp

）

田
床
山
散
策
と
山
の
幸
を

味
わ
う
会

■
と
き　

４
月
20
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
田
床
山
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
で
調
理
の
み
実
施
。

■
と
こ
ろ　

田
床
山
中
央
広
場

※
現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
、
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
を
散
策
の
後
、

墓地名 桜花霊園 椎原霊園（乙）

場所 椿東6230番地 椿東1447番地

募集区画数 3区画 1区画

使用面積 4.0㎡ 5.0㎡

永代使用料 12万円 10万3000円

管理料（年） 2,080円 2,600円

職種 募集人員 受験資格 試験内容 採用予定日

看護師 ２人

昭和 42 年４月１日
以降に生まれた方（満
45 歳以下）で、５年
以上の看護師経験を
有し、萩市内に居住
できる方

※満年齢は、平成25年
3月31日現在の年齢。

専門試験・個人面接
※試験日時は申込者と調整のうえ、
随時萩市役所で行います。

７月１日以降、随時

■勤務条件　主に休日急患診療センターでの勤務のため、休日・年末
　年始における三交代制勤務（日勤・準夜勤・深夜勤）が中心（その他
　の勤務日については日勤）
※市民病院、市立診療所で勤務していただく場合もあります。

　２月に募集しましたが、定員に満たないため再度募
集（随時）します。なお、受験資格を緩和しました。
■申込方法　次の提出書類を〒７５８ｰ８５５５萩市
　総務課人事係へ郵送または持参
■提出書類　①受験申込書（写真を貼付）、②受験票
　（切手を貼付）、③最終学校卒業証明書、④最終学校

成績証明書、⑤看護師免許証の写し
※募集要項、受験申込書、受験票は、総務課に請求さ
れるか、萩市ホームページからダウンロードできます。
※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在中」
と朱書きして郵便書留でお送りください。

申し込み　総務課人事係（２５・１２３９）

休日急患診療センター看護師募集 市では、10 月に診療を開始する「萩市休日急
患診療センター」の看護師を募集しています。

申
し
込
み

４
月
30
日
ま
で
に
、
環
境
衛
生
課

（
２
５
・
３
６
６
１
）
へ
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山
野
草
の
天
ぷ
ら
づ
く
り

■
持
参
品　

弁
当
（
お
に
ぎ
り
程

度
）、
水
筒

※
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
山
歩

き
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

■
定
員　

30
人
程
度

主
催
・
申
し
込
み

４
月
18
日
ま
で
に
、
林
政
課
（
２

５
・
４
１
９
４
）
へ

わ
ら
び
摘
み
フ
ェ
ス
タ

　

壮
大
な
平

ひ
ら
わ
ら
び
だ
い

蕨
台
で
わ
ら
び
摘
み

を
し
て
ゆ
っ
た
り
と
春
の
一
日
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
（
受

付
９
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

平
蕨
台
（
福
井
上
）

■
内
容　

わ
ら
び
摘
み
、昼
食（
白

ご
飯
、
豚
汁
な
ど
）、
周
防
猿
ま

わ
し
等
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

餅
ま
き
、
福
引
き
等

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
１
０
０

０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
小
学

生
未
満
無
料
（
昼
食
な
し
）

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

平
蕨
台
交
流
ツ
ア
ー
実

行
委
員
会

申
し
込
み

４
月
19
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門（
５
２
・
０
１

２
１
）
へ

■
説
明
会　

４
月
12
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
３
時
、
山
口
福
祉
文
化

大
学申

し
込
み

山
口
福
祉
文
化
大
学
学
務
課

（
２
４
・
４
０
０
０
）
松
岡

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
の
作
品

　

６
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
山
口

市
民
会
館
（
山
口
市
）
で
開
催
さ

れ
る
山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
美

術
展
で
の
優
秀
作
品
は
10
月
の

「
全
国
健
康
福
祉
祭
こ
う
ち
大
会
」

へ
出
品
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

県
内
在
住
で
60
歳
以

上
（
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

■
申
込
方
法　

５
月
７
日
ま
で

に
、
高
齢
・
障
が
い
支
援
課
、
各

総
合
事
務
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
事
務

局
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
（
２
５
・
３

１
３
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門

　

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ

Ｒ
し
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止

啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
す
る

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

成
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
愛

称
で
あ
る

②
１
人
に
つ
き
１
点
ま
で

③
応
募
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表

の
も
の
に
限
る

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
関
す
る
一

切
の
権
利
は
萩
市
に
帰
属
し
ま

す
。

■
応
募
方
法　

愛
称（
読
み
方
）、

愛
称
を
考
え
た
理
由
、
住
所
、
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
あ

る
方
の
み
）
を
記
入
し
、郵
送（
は

が
き
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

■
採
用　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
萩

特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
同
一
愛
称
が
複
数
の
場
合
は
抽

選
。

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
15
日

（
必
着
）

申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
５
・
０
９
９

９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
、

メ
ー
ルkatudou@

city.hagi.
lg.jp

）

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
募
集

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

メール用ＱＲコード
（http:gateandco.sub.jp/
yurukyara/index.html）

姉
妹
都
市
蔚ウ

ル
サ
ン山

広
域
市
の

大
学
生
の
受
け
入
れ
家
庭

　

山
口
福
祉
文
化
大
学
は
、
大
韓

民
国
の
蔚
山
大
学
校
国
際
学
部
日

本
語
日
本
学
科
３
年
生
約
20
人

を
、
語
学
研
修
生
と
し
て
受
け
入

れ
ま
す
。
研
修
中
は
、
市
内
で
文

化
体
験
・
地
域
学
習
、
学
校
交
流

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
週
末
を
利
用
し
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
研
修
期
間 

５
月
22
日
（
水
）

〜
６
月
20
日
（
木
）

■
受
入
期
間　

研
修
期
間
中
の
隔

週
末
（
１
泊
２
日
程
度
）

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
19
日
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平
成
26
年 

歌
会
始
の
詠
進

歌
　

平
成
26
年
歌
会
始
の
お
題
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

■
お
題　
「
静
」

■
詠
進
要
領　

お
題
を
読
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

※
要
領
の
詳
細
、
注
意
事
項
は
、

文
化
・
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、宮
内
庁
（
〒
１
０

０
︲
８
１
１
１
）
へ
郵
送

※
封
書
に
「
詠
進
歌
」
と
書
い
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

中
央
公
民
館
教
室
受
講
生

　

25
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
市
報
４
月
１
日
号
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
「
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

応
募
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
内
容　

料
理
（
創
作
和
食
・
中

華
・
イ
タ
リ
ア
）、
お
菓
子
、
パ

ン
、
健
康
（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ヨ
ー

ガ
・
大
極
氣
功
・
リ
ン
パ
ケ
ア
）、

手
芸
（
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
ク
ロ
ッ
シ
ェ
）、学
び
（
歴

史
）、
高
齢
者
学
級
（
ゆ
う
ゆ
う

セ
ミ
ナ
ー
・
書
道
・
園
芸
・
老
化

防
止
・
俳
句
・
歌
謡
・
絵
手
紙
・

布
絵
）

申
し
込
み

４
月
１
日
〜
15
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

萩
博
物
館
「
星
の
会
」
特

別
編

◯
パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗す
い
せ
い星
を
見
よ

う
！

　

今
年
出
現
す
る
２
つ
の
彗
星
の

う
ち
、
第
１
弾
の
「
パ
ン
ス
タ
ー

ズ
彗
星
」
を
、
天
体
望
遠
鏡
や
双

眼
鏡
な
ど
で
観
望
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
５
日
（
金
）、
12

日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室※
彗
星
が
見
え
る
の
は
午
後
７
時

30
分
頃
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
曇
天
・
雨
天
の
場
合
は
、
通
常

の
星
の
会
を
行
い
ま
す
。

■
講
師　

吉
田
恭
一
、
廣
兼
哲
朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

リ
ン
パ
の
流
れ
や
血
流
を
良
く

し
、
不
快
症
状
や
体
質
を
改
善
す

る
リ
ン
パ
ケ
ア
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
45
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

塩
田
良よ
し
こ子

（
リ
ン
パ
ケ

ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

10
人
程
度
（
萩
地
域
連

合
婦
人
会
会
員
と
併
せ
て
50
人
程

度
）

■
持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

４
月
９
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

い
け
ば
な
池

い
け
の
ぼ
う坊
巡
回
講
習

　

い
け
ば
な
の
技
術
を
磨
く
た
め

家
元
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き  

５
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

巡
回
講
座
「
脳
科
学
者

茂
木
健
一
郎
氏
が
語
る
、
い
け
ば

な
と
脳
の
関
係
」
上
映
、
自じ
ゆ
う
か

由
花

入
門
、
立
た
て
は
な花

入
門
等

■
受
講
料　

２
０
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

池
坊
萩
支
部

（
２
２
・
６
５
２
５
）
阿
武

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
春
期
）

　

萩
市
や
近
郊
に
お
住
い
の
外
国

人
の
方
が
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
基
礎
的
な
日
本
語
と
生
活
習

慣
を
習
得
す
る
た
め
の
日
本
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
17
日
〜
７
月
３
日

の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
ク
ラ
ス

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

４
月
９
日（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午　

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
、

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
公
証
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

会■
と
き　

４
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

吉
武
要
一　

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）
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※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

４
月
24
日（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

小
林
亨
と
お
る

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
に
予
約
申
込
が
必
要
で
す

（
４
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

結
婚
相
談
所

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
専
門
相
談

員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
と
き　

４
月
２
日
（
火
）、
５

日（
金
）、６
日（
土
）、９
日（
火
）、

12
日
（
金
）、
16
日
（
火
）、
19
日

（
金
）、
20
日
（
土
）、
23
日
（
火
）、

26
日
（
金
）、
30
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

法
テ
ラ
ス
７
周
年
記
念
無

料
法
律
相
談
会

　
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
身
近
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
平
成

18
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

■
と
き　

４
月
19
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
江
向
）

■
相
談
内
容　

借
金
、
離
婚
、
相

続
、
労
働
問
題
等

■
定
員　

６
人
（
相
談
時
間
１
人

30
分
程
度
）

■
申
込
期
間　

４
月
４
日
〜
定
員

に
な
り
次
第
終
了
（
受
付
時
間 

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

主
催
・
申
し
込
み

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
山
口

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
山
口
）

（
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
４
９
０
）

　
　ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

■
と
き　

４
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

萩
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
競
技
種
別
（
ペ
ア
）　

◦
Ｂ
級
（
中
級
者
）
＝
部
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
加
入
し

て
、
大
会
参
加
の
経
験
が
あ
る
方

◦
Ｃ
級
（
初
級
者
）
＝
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
経
験
は
あ
る
が
、
大
会
参

加
の
経
験
が
な
い
方

◦
Ｄ
級
（
初
心
者
）
＝
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
経
験
が
な
い
方

※
現
在
、
部
活
動
に
加
入
し
て
い

る
生
徒
、
過
去
に
大
会
で
の
実
績

が
あ
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
一
人
で
の
参
加
の
方
は
、
大
会

本
部
で
ペ
ア
を
組
み
ま
す
。

■
参
加
料　

３
０
０
円

申
し
込
み

４
月
12
日
ま
で
に
、
萩
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局（
２
２
・
３
４

９
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
小
田
へ

　
　
　

　

こ
の
展
示
で
は
、
長
州
フ
ァ
イ

ブ
渡
航
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、

博
物
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
古
写

真
を
も
と
に
、
幕
末
明
治
の
洋
行

者
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
20
日（
土
）〜
６
月

23
日（
日
）

※
会
期
中
無
休
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト　

大
人

１
５
０
０
円
、
高
・
大
学
生
９
０

０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

※
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
１
０
０
年 

in 

萩
」

は
４
月
７
日
ま
で
で
す
。

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
博
物
館

◆
平
成
25
年
度
年
間
展
示

◦
ト
レ
ジ
ャ
ー
ア
ニ
マ
ル
探
究
記

ー
海
と
山
に
珍
獣
・
希
少
生
物
を

求
め
て
ー

７
月
６
日（
土
）〜
９
月
８
日（
日
）

◦
没
後
50
年
記
念

日
本
南
画
界
の
重
鎮
・
松
ま
つ
ば
や
し林

桂け
い
げ
つ月

９
月
21
日（
土
）〜
12
月
８
日（
日
）

◦
生
誕
２
０
０
年
記
念 

幕
末
の
刀
匠
・
山や
ま
う
ら浦
清き
よ
ま
ろ麿
ー
萩

に
招
か
れ
た
名
工
ー

12
月
21
日
（
土
）
〜
平
成
26
年
２

月
９
日
（
日
）

◦
ふ
る
さ
と
の
島
・
ふ
る
さ
と
の

山
河
ー
一
枚
の
写
真
か
ら
ー

２
月
22
日（
土
）〜
４
月
６
日（
日
）

◦
テ
ー
マ
展（
高
杉
晋
作
資
料
室
）

奇
兵
隊
結
成
１
５
０
年
記
念
「
奇

兵
隊
の
群
像
」

　

３
期
に
分
け
て
展
示

※
４
月
13
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
、
一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
。

ー
藩
都
萩
に
眠
る
古
写
真
か
ら
Ⅱ
ー

幕
末
明
治
の
洋
行
者
た
ち

長
州
フ
ァ
イ
ブ
渡
航
１
５
０
年
記
念

企画展
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萩
八
景
遊
覧
船
さ
く
ら
鑑

賞
コ
ー
ス
運
航

　

桜
の
見
ご
ろ
に
合
わ
せ
て
、
乗

船
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
一
環
と

し
て
河
添
や
江
向
地
区
の
川
土
手

に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜

な
ど
約
２
７
０
本
が
楽
し
め
る

「
さ
く
ら
鑑
賞
コ
ー
ス
」
を
運
航

し
ま
す
。

■
運
航
期
間　

３
月
24
日
（
日
）

〜
４
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

■
発
着
場
所　

指
月
橋
そ
ば
（
堀

内
）

■
所
要
時
間　

約
60
分
（
通
常
よ

り
20
分
程
度
延
長
）

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小

学
生
以
下
６
０
０
円（
通
常
料
金
）

問
い
合
わ
せ

萩
八
景
遊
覧
船

（
０
９
０
・
７
９
９
８
・
６
０
６
０
）

萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結
」
ま
つ
り
２
０
１
３ 

写
真
展

　

３
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た「
結
」

ま
つ
り
２
０
１
３
の
写
真
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
１
日

（
月
）
〜
10
日
（
水
）
萩
市
役
所

ロ
ビ
ー
、
４
月
16
日
（
火
）
〜
30

日（
火
）萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結
」

■
主
催　

萩
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
「
結
」
ま
つ
り
２
０
１
３
実

行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民

活
動
ね
っ
と
、
萩
市

問
い
合
わ
せ

萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

（
２
４
・
０
１
６
１
）

ア
ト
リ
エ
陽
だ
ま
り
生
徒

１
１
０
人
展

　

画
家
、
寺
田
晴
美
さ
ん
（
山
口

市
）
を
講
師
と
す
る
水
彩
画
教
室

の
作
品
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま

す
。

■
と
き　

４
月
４
日
（
木
）
〜
７

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
７
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル
、

第
１
会
議
室

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ア
ト
リ
エ
陽
だ
ま
り

（
２
２
・
５
１
２
６
）
岡
野

春
の
萩
さ
か
な
祭
り

　

萩
の
海
の
幸
を
無
料
で
味
わ
え

　

須
佐
観
光
協
会
で
は
、
須
佐
湾

遊
覧
船
を
４
月
27
日
（
土
）
か
ら

運
航
し
ま
す
。

　

自
然
の
雄
大
さ
や
日
本
海
の
海

原
の
爽
快
感
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

■
運
航
期
間　

10
月
末
ま
で

※
４
月
27
日
〜
５
月
６
日
と
夏
休

み
期
間
中
の
休
日
は
定
時
運
航
。

そ
れ
以
外
の
期
間
は
、
予
約
に
よ

り
運
航
し
ま
す
。

【
４
月
27
日
〜
５
月
６
日
の
運
航
】

■
出
航
時
間　

▽
遊
覧
船
（
１
日

４
便
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30

分
、
▽
漁
船
（
１
日
４
便
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
発
着
場
所　

須
佐
漁
港

■
所
要
時
間　

約
60
分

■
コ
ー
ス　

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
や

屏び
ょ
う
ぶ
い
わ

風
岩
、
海
か
い
し
ょ
く
ど
う

蝕
洞
な
ど
を
周
遊

※
海
の
状
況
、
天
候
に
よ
り
コ
ー

ス
変
更
や
運
休
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
の
運
航
状
況
等
は
、
須
佐

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
携
帯

サ
イ
ト
（
遊
覧
船
情
報
掲
示
板
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

■
乗
船
料　

大
人
１
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
９
０
０
円
（
３
歳
未

満
無
料
）

※
４
月
27
日
は
乗
船
者
に
磯
も
の

汁
の
ふ
る
ま
い
、
５
月
５
日
は
小

学
生
以
下
に
子
ど
も
の
日
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
。

◯
遊
覧
船
＆
体
験
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン

参
加
者
募
集
！

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
須
佐
湾
遊
覧
船
運
航
に
併
せ
、

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
須
佐
湾
「
遊
・
食
」
体
験
プ
ラ
ン
】

■
と
き　

４
月
27
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
集
合
場
所　

遊
覧
船
発
着
場

■
内
容　

須
佐
湾
遊
覧
、
イ
カ
の

塩
辛
づ
く
り
体
験
、わ
ら
び
採
り
、

海
の
幸
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食

■
体
験
料　

大
人
２
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
１
８
０
０
円
（
乗
船

料
、
昼
食
代
等
を
含
む
）

■
募
集
人
数　

40
人

【
須
佐
湾
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
】

■
と
き　

５
月
２
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅

■
内
容　

須
佐
駅
か
ら
須
佐
湾

（
3.5
㎞
）ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と
須
佐
湾
遊
覧
、
ポ
イ
ン
ト
を
集

め
て
賞
品
を
獲
得

■
参
加
料　

大
人
１
８
０
０
円
、

小
学
生
以
下
１
０
０
０
円

■
募
集
人
数　

40
人

※
遊
覧
船
運
航
や
体
験
プ
ラ
ン

の
詳
し
い
情
報
は
、
須
佐
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kanko.susa.in/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト

◦
弥
富
10
割
手
打
ち
そ
ば

■
と
き　

４
月
29
日
〜
５
月
１
日

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

◦
駅
前
交
流
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
産

の
農
海
産
物
の
販
売
な
ど
）

■
と
き　

５
月
３
日
〜
６
日
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
内
須
佐
観
光
協

会（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

須
佐
湾
遊
覧
船
４
月
27
日
か
ら
運
航
！
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　★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○ダイ・ハード／ラスト・デイ
　（12歳未満（小学生以下）は保護者同伴）
○今日、恋をはじめます
○テッド　（吹替版・15歳未満は入場不可）
◯東京家族
◯リンカーン
◯映画ドラえもん／のび太のひみつ道具博物館

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

萩
陶
芸
家
協
会
加
盟
作
家
86
人

に
よ
る
芸
術
性
豊
か
な
伝
統
の

茶
陶
や
花
器
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

１
０
７
点
の
作
品
の
中
か
ら
大

賞
、
優
秀
賞
等
を
表
彰
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
６
日
（
土
）
〜
５

月
19
日
（
日
）

■
休
館
日　

月
曜
日
（
４
月
29
日

は
開
館
）

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
学

生
４
０
０
円

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・

表
彰
式
・
内
覧
会　

４
月
５
日

（
金
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
▽

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
招
待
状
の
な
い
方
は
、
受
付
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◦
記
念
座
談
会  

４
月
５
日
（
金
）

午
後
４
時
〜
５
時
▽
講
座
室
▽

講
師　

唐か
ら
さ
わ澤
昌ま
さ
ひ
ろ宏
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
工
芸
館
工
芸
課
長
）、

徳と
く
ど
め留
大
輔
（
本
館
専
門
学
芸
員
）、

外と
だ
て舘
和か
ず
こ子
（
美
術
評
論
家
）

◦
お
抹
茶
席　

　

出
品
作
家
の
茶
碗
を
使
っ
た
呈

茶（
一
服
３
０
０
円
、
50
人
限
定
）

４
月
７
日（
日
）
表
千
家
千
萩
会
、

14
日（
日
）
小
堀
遠
州
流
萩
支
部
、

る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

４
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

◦
無
料
試
食
（
▽
桜
鯛
刺
身
９
時

30
分
〜
、
先
着
３
０
０
人
、
▽
瀬

つ
き
あ
じ
開
き
10
時
30
分
〜
、
先

着
３
０
０
人
、
▽
お
魚
チ
ッ
プ
ス

11
時
〜
、
先
着
２
０
０
人
、
▽
平

太
郎
オ
イ
ル
漬
午
後
１
時
〜
、
先

着
３
０
０
人
）

◦
鮮
魚
・
活
魚
の
即
売
（
午
前
９

時
〜
）

◦
本
ま
ぐ
ろ
握
り
ず
し
即
売
（
11

時
30
分
〜
、限
定
１
０
０
パ
ッ
ク
）

◦
萩
の
柑
橘
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
午
後

２
時
30
分
〜
、
先
着
２
０
０
人
）

な
ど主

催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

（
２
４
・
４
９
３
７
）

萩
女
流
ア
ー
ト
協
会
展

　

萩
市
や
近
郊
で
創
作
活
動
を
す

る
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
由
な

発
想
と
感
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

作
品
の
展
示
会
で
す
。

■
と
き  
４
月
10
日
（
水
）
〜
14

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

萩
女
流
ア
ー
ト
協
会
員

の
作
品
（
絵
画
・
工
芸
等
）
約
70

点
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
女
流
ア
ー
ト
協
会

（
２
２
・
４
６
１
９
）
倉
重

萩
創
美
会
展

　

萩
市
や
近
郊
で
創
作
活
動
を
す

る
会
員
の
作
品
展
示
会
で
す
。

■
と
き  

４
月
18
日
（
木
）
〜
21

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

萩
創
美
会
会
員
の
作
品

21
日（
日
）裏
千
家
淡
交
会
萩
支
部
、

５
月
12
日（
日
）
萩
陶
芸
家
協
会
賛

助
会
、
19
日（
日
）
遠
州
流
萩
支
部

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◦
浮
世
絵 

「
歌
う
た
が
わ川
国く
に
さ
だ
貞
の
美
人
画
」

〜
４
月
７
日
、「
明
治
の
ヒ
ー
ロ
ー

稗は
い
し
え

史
絵
」
４
月
９
日
〜
５
月
12
日

◦
東
洋
陶
磁
「
東
洋
陶
磁
の
美

︿
土
﹀」
〜
６
月
９
日

◦
陶
芸
「
生
の
愉
悦
を
物
語
る
こ

と
ー
三
輪
休
雪
の
陶
芸
ー
」、「
萩

焼
の
茶
陶
」
〜
６
月
９
日

■
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
（
19
歳
以
上
）
２
０
０
円
、
70

歳
以
上
、
18
歳
以
下
は
無
料

◆
平
成
25
年
度
年
間
展
示

◦
第
36
回
山
口
伝
統
工
芸
展

５
月
23
日（
木
）〜
６
月
２
日（
日
）

◦
黄こ
う
が河

と
泰
た
い
ざ
ん山

ー
中
華
文
明
の
源

と
世
界
遺
産

６
月
29
日（
土
）〜
８
月
25
日（
日
）

◦
大や
ま
と和
保や
す
お男
の
陶
芸

９
月
３
日
（
火
）
〜
29
日
（
日
）

◦
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
陶
磁
器

10
月
８
日（
火
）〜
11
月
24
日（
日
）

◦
現
在
形
の
陶
芸 

萩
大
賞
展
Ⅲ

平
成
26
年
１
月
２
日
（
木
）
〜
２

月
２
日
（
日
）

（
油
彩
、
水
墨
画
等
）
約
50
点
の

展
示主

催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
創
美
会（

２
２
・
０
６
２
６
）
溝
部

国
際
助
産
師
の
日 

記
念
コ

ン
サ
ー
ト

　

５
月
５
日
の
国
際
助
産
師
の
日

を
記
念
し
て
、
親
子
、
家
族
で
参

加
で
き
る
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
独

唱
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

※
育
児
相
談
、
看
護
職
進
路
相
談

も
行
い
ま
す
。

■
と
き　

４
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校（
堀
内
）

■
出
演
者　

山
根
浩
志
（
ピ
ア

ノ
）、烏
田
和
美（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
）

■
参
加
料　

無
料　

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
看
護
協
会
萩
支
部
助
産

師
職
能
委
員
会
（
都
志
見
病
院

２
２
・
２
８
１
１
）
小
西

萩
陶
芸
家
協
会
設
立
20
周
年

記
念「
萩
の
陶
芸
家
た
ち
展
」

普
通
展
示
（
収
蔵
品
展
示
）

〜4/12

　〜4/12
〜4/19
4/13〜

4/19ロードショー

4/20〜
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子
ど
も
が
の
び
の
び
と
思
い
切
り
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
実

現
す
る
体
験
型
の
遊
び
場
で
す
。

【
利
用
案
内
】

○
開
園
日　

毎
週
水
・
土
・
日
曜
日
（
盆
、

年
末
年
始
を
除
く
）

○
開
園
時
間

４
月
～
９
月　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

10
月
～
３
月　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
開
園
日
以
外
は
、木
登
り
や
畑
づ
く
り
、

道
具
を
使
用
し
た
遊
び
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
利
用
に
あ
た
っ
て

◦
開
園
日
に
は
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

◦
基
本
的
に
何
を
し
て
遊
ん
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
に
は

従
っ
て
く
だ
さ
い

○
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
遊
び
相
手
で
、
い

つ
も
遊
び
場
に
い
て
、
子
ど
も
が
け
が
を

し
た
と
き
な
ど
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
対

応
し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
道
具
や
素
材

を
用
意
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営

す
る
人
で
す
。

　

ま
た
大
人
た
ち
に
、
も
っ
と
ゆ
と
り
と

信
頼
を
も
っ
て
子
ど
も
を
見
守
っ
て
あ
げ

て
と
伝
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き

と
遊
べ
る
場
を
実
現
す
る
担
い
手
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

萩
わ
ん
ぱ
ー
く

5㊎、12㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 17:00〜 須佐図書館

3 ㊌
こどもの読書週間特別行事

「図書館でこんなことしたよ！」
写真展（〜5/11）

9:30〜 明木図書館

「草の芽」のおはなし会 10:30〜 明木図書館
4 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館
10㊌ 大きい紙であそぼう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：1㊊、8㊊、15㊊
            明木図書館：1㊊、8㊊、14㊐、15㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

10:00 〜むつみ農村環境改善セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
4 ㊍

10 ㊌

9:00 〜川上保セ運動教室15 ㊊
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜須佐保セ
9:30 〜やまびこ
9:30 〜須佐保セ

10:00 〜やまびこ
14:00 〜須佐公民館

13:30 〜須佐保セ
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜須佐郵便局

　須佐脳が喜ぶ会
　弥富元気もりもり体操
　須佐元気もりもり体操
　健康・介護予防座談会
　みんなの健康運動教室
　男の活き活きリハ会
　弥富ウエルネス教室
　まちの保健室

2 ㊋
3 ㊌
4 ㊍
8 ㊊

9 ㊋
15 ㊊

萩健康福祉センター ☎25・2667
9 ㊋ 　骨髄ドナー登録会（要予約） 13:30 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事
10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

2 ㊋
4 ㊍

9 ㊋
10 ㊌
11 ㊍

　こころの相談日（要予約）
　栄養相談日
●１歳の児あつまれ教室
　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●１歳６か月児健康診査
　こころの相談日（要予約）

6㊏

•萩市スポ少春季大会兼山口県少年野球学童選手
　権大会兼宮本和知旗争奪野球大会萩地区予選会
　（〜4/7）　　　　　　　　　　　　9:00〜萩スポーツ広場
•会長旗争奪軟式野球大会

13:00〜萩スタジアム

7㊐
•スポーツ少年団バレーボール萩大会

8:30〜市民体育館
●萩市長杯争奪市内高等学校硬式野球大会

9:30〜萩スタジアム

13㊏
•萩阿武中学校春季体育大会
　（野球、ソフトテニス〜14日、卓球、柔道、弓道、サッカ　
　ー、バスケットボール）　　　　　　　　　8:30〜各会場

14㊐
●萩市民春季ソフトボール大会（21日）

8:30〜萩スポーツ広場
•萩市長杯争奪卓球大会

9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
6㊏、13㊏
　　  おひさまおはなし会（子ども図書館） 15:00〜

3 ㊌ おひな祭り（参加料100円） 13:30〜

11㊍ ベビーマッサージ
（参加料：無料、定員：５組） 10:00〜

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
4 ㊍ 起業化支援補助金、民間住宅リフォーム資金助成
11㊍ 家族介護用品支給など福祉サービス

萩
プ
レ
ー
パ
ー
ク
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情報カレンダー日月火水木金土
51 2 3 4 6

87 10 11 12 13
16

22 23
14 18 19 2017
21 26 2725
15

29 3028
24

9

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、12日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

７日㊐
14日㊐

［内科］
［内科］

福賀（阿武町）
弥富（弥富下）

08388・5・0863
08387・8・2311

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

24 時間年中無休で健康や医療に
関する相談を受け付けています。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊊
◯「表示登記の日」無料相談会　　　　　  　（9:30〜/山口地方法務局萩支局地下１階）外科 都志見（江向） 22・2811
◯萩市市民活動センター「結」まつり2013写真展　　　　（8:30〜/市役所ロビー）内科 藤原（土原） 22・0781

2 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22・0030

内科 波多野（堀内） 25･2788

3 ㊌
●萩城下の古き雛たち「流し雛」 （10:00〜/旧湯川家屋敷周辺の藍場川）外科 萩市民（椿） 25･1200
○山口福祉文化大学入学式 （11:00〜/山口福祉文化大学）内科 柳井（橋本町） 22・0748

4 ㊍
◯アトリエ陽だまり生徒110人展 〜７日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 全真会（玉江浦） 22･4106

5 ㊎
外科 花宮（平安古町） 25・8738
内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

6 ㊏
○萩の陶芸家たち展 〜5/19 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 兼田（吉田町） 22･1113

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

7 ㊐

◯吉田松陰顕彰吟詠コンクール全国大会 （9:30〜/サンライフ萩）外科 平岡（新川東） 25・7100
内科 萩市民（椿） 25･1200

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 あおぞら（御許町） 26・4182

8 ㊊
●各小・中学校、高校入学式 外科 池本（玉江浦） 25・7575

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

9 ㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 都志見（江向） 22・2811
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/総合福祉センター）内科 市原（塩屋町） 22・0184

10㊌
◯萩女流アート協会展 〜14日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 玉木（瓦町） 22・0030
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

11㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 柳井（橋本町） 22・0748

12㊎
●行政相談　　　　（9:00〜/福栄農業担い手育成センター、10:00〜/旭活性化センター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
●人権相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/旭活性化センター）内科 山本（椿東） 26・0077
●消費生活（多重債務）無料法律相談会　　　　　　　　　   （10:00〜/総合福祉センター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100

13㊏
●田万川温泉開業17周年記念感謝祭 〜14日　　　（10:00〜/田万川温泉「憩いの湯」）外科 MP萩（堀内） 24･0082

内科 全真会（玉江浦） 22･4106

14㊐

◯春の萩さかな祭り （9:00〜/道の駅 萩しーまーと）外科 めづき（土原） 22・2248
○リル・レイ・ダンススタジオライブ in HAGI　　　　　（16:00〜/市民館大ホール）内科 藤原（土原） 22・0781

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 石川（吉田町） 22・1246

15㊊
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

１→15日 日

月４
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～春に開く大きな葉～

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※３月１日〜３月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　暖かい海岸近くの常緑広葉樹の樹林下に生える
里芋科のテンナンショウの仲間です。
　指月山の樹林の中や、島などの木陰の湿ったと
ころに一抱えにもなる巨大な三つ葉が開き、その
葉の根元から不思議なボクシングのグローブのよ
うなものが立ち上がります。
　その形が「鐙（あぶみ）」（昔の馬具で鞍の両側
に垂らし , 乗るときに足をかける物）によく似て
おり、それも武蔵の国のものに似ていることから
この名前になったようです。
　花に見えるのは仏焔苞（ぶつえんほう）と呼ば
れ、花はその中にあり外からは見えません。

（武蔵鐙）
ムサシアブミ

表紙 子どもたちの笑顔がいっぱい
萩プレーパーク「萩わんぱーく」

　３月 10 日にオープンしたプレーパーク「萩わん
ぱーく」で、プレーリーダーとして子どもたちを見
守る、大草元（はじめ）さん（浜崎新町、25 歳）。
開園日には、来園した子どもがいきいきと遊ぶこと
ができるように、道具を用意したり、遊び方を教え
てあげたりと大忙しです。
　この日も、子どもたちと一緒に砂場で石探しや、
ベーゴマで遊んだり、かまど作りなど、リーダーと
して大活躍でした。
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